独立と連合と : ヘンリー・ヴォーン小考(十一) by 森田 孟 et al.
独
立
と
連
合
と
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
十
一
）
―
―
森
田
孟
本
誌
前
号
で
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
（H
enry
Vaughan,
1621−95
）
の
『
火
花
散
る
燧
石
』Silex
Scintillans
（1650,1655
）
第
二
部
に
現
れ
る
三
種
の
日
曜
日
（“W
hite”,“T
rinity−”,“Palm
−”
Sunday
）
が
表
題
の
作
品
を
紹
介
し
た
が
、
第
一
部
に
は
後
半
の
初
め
の
部
分
に
も
う
一
篇
「
サ
ン
デ
イ
ズ
」
が
登
場
す
る
。
そ
く息
﹇
日
﹈
曜
日
S
on-dayes
真
物
の
〈
休
息
〉
の
明
る
い
影
！
至
福
の
光
線
幾
筋
（
１
）、
週
に
一
度
の
天
国
、
こ
の
中
に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
次
の
世
界
の
喜
び
、
時
間
の
中
に
永
遠
を
求
め
る
一
日
、
我
ら
が
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
上
を
〈
登
っ
て
ゆ
く
〉
た
め
の
踏
み
段
、
人
間
を
た
び
重
な
る
暗
い
日
々
の
間
明
る
く
照
ら
す
〈
灯
火
（
２
）〉、
そ
し
て
丸
々
一
週
間
の
飛
翔
を
豊
か
に
た
っ
ぷ
り
贖
う
も
の
。
２
せ
っ
か
ち
な
人
間
へ
の
〈
滑
車
（
３
）〉、
時
間
の
四
阿
、
狭
い
道
（
４
）、
移
さ
れ
た
〈
楽
園
〉、〈
神
〉
の
歩
行
時
間
、
〈
涼
し
い
〉
別
の
日
（
５
）、
29
〈
生
き
物
〉
の
〈
祝
祭
日
（
６
）〉、〈
神
〉
の
塵
と
の
話
し
合
い
、
こ
こ
で
の
天
国
、
あ
の
〈
ミ
ル
ラ
〉
の
丘
陵
（
７
）に
い
る
人
間
と
花
々
、
み御
使
い
の
下
降
、〈
信
頼
〉
の
〈
回
帰
〉、
栄
光
の
〈
輝
き
〉
六
日
間
驟
雨
の
後
の
。
３
〈
教
会
〉
の
愛
の
宴
（
８
）、〈
時
〉
の
〈
特
権
（
９
）〉、
そ
し
て
全
体
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
〈
利
息
〉、〈
蜜
蜂
の
巣
〉
と
蜜
蜂
の
群
、
そ
し
て
安
息
の
家
庭
。
〈
太
陽
〉
の
輪
郭
を
〈
チ
ョ
ー
ク
で
描
い
た
〉
天
の
川
、
誤
り
を
誘
う
時
の
間
を
導
い
て
ゆ
く
〈
糸
口
（
１０
）〉、
そ
し
て
十
分
に
語
ら
れ
た
あ
じ
地
上
で
の
〈
天
国
〉
の
一
味
、
誓
約
、
更
に
豊
富
な
祝
祭
の
〈
合
図
〉、
そ
し
て
栄
光
に
充
ち
た
〈
外
部
宮
廷
〉。
﹇
Ｍ
・
四
四
七
―
四
八
﹈
訳
注
（
１
）Shoots
of
blisse
「
後
退
」﹇
小
考
〈
一
〉
１８
・
１９
﹈
の
二
〇
行
目
に
は‘shootes
of
everlastingnesse’
「
悠
久
の
若
芽
」
と
あ
る
﹇
Ｍ
・
七
三
九
﹈。
こ
こ
も
「
光
線
」
に
「
若
芽
」
の
意
が
重
な
っ
て
い
よ
う
。
（
２
）Lam
ps
…
dark
days
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
日
曜
日
」“Sunday”
﹇
七
行
詩
九
連
計
六
三
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
二
七
〇
―
七
五
﹈
の
六
―
七
行
目
「
そ
の
週
は
暗
か
っ
た
た
だ
御
身
の
光
だ
け
は
／
御
身
の
タ
イ
マ
ツ
が
道
を
示
し
て
下
さ
る
」
と
比
較
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
八
﹈。
（
３
）T
he
Pulleys
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
に
同
題
の
作
品
﹇
五
行
詩
四
連
計
二
〇
行
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
五
四
七
―
五
〇
﹈
が
あ
る
﹇
Ｍ
・
七
三
九
﹈。
（
４
）T
he
narrow
w
ay
「
悔
い
改
め
」﹇
小
考
（
八
）
５３
﹈
の
八
行
目
の
同
じ
語
句
参
照
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
八
﹈。
（
５
）G
ods
…
day
「
創
世
記
」
３
・
８
「
一
日
の
涼
し
い
時
間
に
主
な
る
神
が
園
の
中
を
歩
く
音
が
聞
こ
え
て
き
た
」﹇
同
﹈。
（
６
）T
he
C
reatures
Jubile
「
生
き
物
」
と
は
勿
論
「
生
物
」
全
体
で
そ
の
一
部
の
「
人
間
」
を
表
す
提
喩
。
ユ
ダ
ヤ
暦
で
は
五
十
年
目
ご
と
が
返
還
と
解
放
の
年
と
し
て
遵
守
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（「
レ
ビ
記
」
２５
・
８
―
１７
）、
こ
れ
が‘Jubilee’
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
後
に
は
こ
の
語
は
譬
喩
と
し
て
回
復
と
か
赦
免
の
期
間
を
指
す
こ
と
に
な
っ
た
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
九
﹈。
（
７
）hills
of
M
yrrh
「
英
国
教
会
」﹇
小
考
（
四
）
７
、
訳
注
（
２
）﹈
の
四
行
目
に
同
じ
表
現
が
あ
り
、「
樹
液
」﹇
本
稿
後
出
﹈
一
一
行
目
に
は
「
ミ
ル
ラ
の
丘
」‘an
hilofm
yrrh’
が
あ
る
﹇
Ｍ
・
七
三
九
﹈。
（
８
）love−feasts
原
始
教
会
で
は
「
愛
の
宴
」
は
兄
弟
愛
の
象
徴
と
し
て
共
同
で
食
事
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
後
に
は
し
ば
し
ば
聖
餐
式
30
（E
ucharist
）
を
表
す
こ
と
に
な
る
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
九
﹈。
（
９
）Prerogative
週
の
最
初
の
日
で
あ
る
こ
と
を
表
す
優
先
を
与
え
る
印
と
か
特
質
﹇
Ｆ
・
二
〇
六
﹈。
（
１０
）a
C
lue…
erring
hours
「
星
座
」﹇
小
考
（
七
）
２２
、
２４
、
訳
注
（
２
）﹈
の
一
四
行
目
「〈
糸
口
〉
を
巻
き
戻
し
て
ゆ
く
」
参
照
。
「
太
陽
﹇
日
﹈」‘Sun’
な
ら
ぬ
、
そ
れ
と
同
音
異
語
の
「
息
（
子
）」‘Son’
（‘sun’
の
古
い
綴
り
で
も
あ
っ
た
が
）
曜
日
で
あ
る
。
何
し
ろ
「﹇
神
の
﹈
息
子
に
し
て
太
陽
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
」（C
hrist
the
son/sun
）﹇
小
考
（
十
）
２０
﹈
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
日
々
（
複
数
形
）
は
キ
リ
ス
ト
の
日
々
で
あ
り
、
件
の
三
種
の
日
曜
日
以
外
の
日
曜
日
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
華
麗
に
羅
列
展
開
さ
れ
る
こ
の
「
息
﹇
日
﹈
曜
日
」
の
定
義
（
め
い
た
も
の
）
が
壮
観
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
の
型
で
押
韻
す
る
八
行
詩
（
四
行
ず
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
）
三
連
で
、
音
節
数
は
二
行
目
と
四
行
目
が
四
音
節
（
第
一
連
二
行
目
は
五
音
節
）、
残
り
は
十
音
節
の
詩
。
こ
の
作
品
の
前
後
に
収
録
さ
れ
て
い
る
未
だ
触
れ
て
い
な
い
詩
に
、
今
回
は
注
目
し
て
み
よ
う
。
前
方
の
「
堕
落
」﹇
小
考
（
二
）
５４
―
５５
﹈
に
続
い
て
「
聖
書
」
が
来
る
。「
堕
落
」
の
次
に
「
聖
書
」
と
は
何
だ
か
皮
肉
の
よ
う
だ
が
、
む
し
ろ
当
然
の
順
序
と
い
う
べ
き
か
。
「
聖
書
」
は
堕
落
し
た
「
魂
た
ち
が
孵
さ
れ
て
〈
永
遠
〉
へ
と
到
る
所
」
だ
と
す
れ
ば
。
聖
書
H
.S
criptures
歓
迎
貴
重
な
書
物
、
魂
の
〈
喜
び
〉
に
し
て
糧
！
〈
聖
霊
〉
の
御
馳
走
、
抜
き
出
さ
れ
た
〈
天
国
〉
は
そ
な
た
の
中
に
在
る
、
い
の
ち
そ
な
た
は
生
命
の
〈
宣
言
書
〉、
染
み
一
つ
な
い
〈
鳩
〉
の
巣
か
え
に
し
て
魂
た
ち
が
孵
さ
れ
て
〈
永
遠
〉
へ
と
到
る
所
（
１
）。
そ
な
た
の
中
に
は
隠
さ
れ
た
石
〈
マ
ン
ナ
〉
が
在
る
（
２
）、
そ
な
た
は
偉
大
な
〈
万
能
薬
（
３
）〉
で
、
稀
少
で
、〈
精
選
品
〉、
あ
ら
ゆ
る
〈
神
秘
〉
に
開
い
て
い
る
〈
鍵
〉、
〈
文
字
〉
に
な
っ
た
〈
言
葉
〉、〈
声
〉
と
な
っ
た
〈
神
〉。
お
お
私
は
深
々
と
我
が
堅
い
心
に
〈
切
り
込
〉
め
ば
よ
か
っ
た
（
４
）
そ
な
た
の
中
の
一
行
一
行
を
！
そ
う
す
れ
ば
私
は
呻
き
な
が
ら
訴
え
よ
う
も
の
を
我
が
〈
主
〉
が
囲
い
込
ま
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
こ
の
上
な
く
ア
ー
ト
巧
み
な
〈
業
〉
に
よ
っ
て
31
か
た
そ
の
方
自
身
に
お
返
し
し
よ
う
も
の
を
〈
律
法
〉
と
〈
石
〉
を
（
５
）。
こ
こ
で
読
も
う
、
私
の
過
失
は
御
身
の
も
の
だ
（
６
）と
。
こ
の
〈
書
物
〉
と
私
は
御
身
に
告
げ
よ
う
、
優
し
い
〈
救
世
主
〉
御
身
は
亡
く
な
っ
た
！
と
。
﹇
Ｍ
・
四
四
一
﹈
訳
注
（
１
）T
he
D
oves…
E
ternitie.
「
混
乱
と
脆
さ
」﹇
小
考
（
五
）
１０
﹈
四
七
行
目
「
私
の
魂
を
孵
し
た
ま
え
、
そ
れ
が
御
身
の
居
ま
す
所
ま
で
」
と
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
聖
霊
降
臨
日
」“W
hitsunday”
﹇
四
行
詩
七
連
二
八
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
二
一
二
―
一
六
﹈
の
第
一
連
「
聞
き
た
ま
え
優
し
い
〈
鳩
〉
よ
我
が
歌
を
／
そ
し
て
拡
げ
よ
黄
金
の
翼
を
我
が
裡
に
／
我
が
柔
ら
か
な
心
を
長
く
孵
化
し
な
が
ら
／
そ
れ
に
翼
が
生
え
て
そ
な
た
と
共
に
飛
び
去
る
ま
で
」
を
参
照
﹇
Ｍ
・
七
三
七
―
八
﹈。
（
２
）T
he
hidden
stone,
the
M
anna
lies
「
反
抗
」﹇
小
考
（
八
）
５９
﹈
の
最
後
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
２
・
１７
、
及
び
、「
規
則
と
教
訓
」﹇
小
考
（
五
）
２
﹈
の
二
八
行
目
「
彼
ら
の
星
を
あ
の
石
と
隠
さ
れ
て
い
た
食
物
を
鎮
め
た
の
だ
」
と
そ
の
訳
注
（
６
）
参
照
﹇
Ｆ
・
一
九
八
﹈。
（
３
）
E
lixir
錬
金
術
士
が
探
求
し
た
、
他
の
金
属
を
黄
金
に
変
え
る
力
を
持
つ
よ
う
な
製
薬
。
こ
れ
は
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
が
意
図
し
た
、
神
の
備
え
て
い
る
触
れ
る
も
の
全
て
を
変
容
さ
せ
る
力
を
、
讃
え
る
譬
喩
上
の
意
味
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
四
﹈。
（
４
）
こ
こ
か
ら
の
四
行
、
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
祭
壇
」“T
he
A
ltar”
﹇
祭
壇
の
形
に
印
刷
さ
れ
た
一
六
行
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
八
九
―
九
四
﹈
の
五
―
一
二
行
目
「
単
独
の
心
よ
／
御
身
の
力
し
か
／
切
れ
な
い
／
石
だ
、
／
だ
か
ら
私
の
堅
い
心
の
／
各
々
の
部
分
は
／
こ
の
枠
組
の
中
で
出
逢
っ
て
／
御
身
の
名
を
讃
え
る
の
だ
」
と
比
較
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
（
５
）the
Law
,
and
Stones.
モ
ー
セ
の
律
法
は
石
板
に
書
か
れ
た
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
四
﹈。
（
６
）m
y
faults
are
thine.
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
最
後
の
審
判
」
“Judgem
ent”
﹇
五
行
詩
三
連
計
一
五
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
六
五
三
―
五
五
﹈
の
一
五
行
目
「
そ
こ
で
御
身
は
私
の
過
失
は
御
身
の
も
の
だ
と
分
る
だ
ろ
う
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
あ
る
悔
恨
を
吐
露
し
な
が
ら
聖
書
を
讃
え
る
こ
の
作
品
、
詩
集
全
体
を
締
め
括
る
「
反
歌
」﹇
小
考
（
四
）
１７
―
１９
﹈
の
直
前
に
現
れ
る
第
二
部
掉
尾
の
「
聖
書
に
」﹇
同
１２
―
１３
﹈
―
語
り
手
の
聖
書
体
験
を
率
直
に
述
べ
な
が
ら
の
聖
書
讃
美
―
と
、
遠
く
微
妙
に
呼
応
す
る
。
優
し
い
救
世
主
は
亡
く
な
っ
た
、
と
最
後
に
訴
え
る
全
て
十
音
節
の
一
四
行
詩
で
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
、
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
、
と
押
韻
32
す
る
。「
お
お
〈
神
〉
の
書
物
よ
！
さ
ら
ば
！
」
と
結
ぶ
「
聖
書
に
」
は
、
全
て
が
八
音
節
詩
行
の
二
行
連
句
三
六
行
で
流
れ
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
よ
う
に
バ
イ
ブ
ル
に
「
そ
な
た
」
と
呼
び
か
け
る
作
品
で
も
、
形
式
上
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。「
聖
書
」
に
続
く
詩
が
「
役
立
た
ず
」
と
は
、
こ
れ
ま
た
表
題
が
振
っ
て
い
る
。
概
し
て
ヴ
ォ
ー
ン
の
詩
が
、
音
の
肌
理
細
か
さ
や
韻
律
の
操
作
に
よ
っ
て
著
し
く
印
象
深
い
効
果
を
引
き
起
す
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
音
楽
が
、
目
指
す
意
味
の
何
か
重
要
な
も
の
を
示
唆
し
た
り
実
現
し
て
い
る
詩
節
で
読
者
を
喜
ば
せ
る
﹇
Ｐ
・
一
七
九
﹈、
と
指
摘
し
た
ペ
テ
ッ
ト
が
、
お
そ
ら
く
ヴ
ォ
ー
ン
の
書
い
た
最
も
音
楽
性
に
富
む
作
品
だ
と
し
て
冒
頭
六
行
を
引
用
す
る
作
品
で
あ
る
。
役
立
た
ず
（
１
）
U
nprofitablenes
何
と
豊
か
な
、
お
お
〈
主
〉
よ
！
何
た
る
爽
や
か
御
身
の
訪
れ
！
（
２
）
正
に
〈
丁
度
〉
今
だ
っ
た
ど
う
し
よ
う
も
な
く
ぶ
ら
下
っ
て
い
た
私
の
侘
し
い
木
の
葉
が
塵
と
泥
で
汚
れ
た
の
は
、
唸
り
を
上
げ
る
突
風
の
一
吹
き
一
吹
き
が
私
を
撃
ち
抜
い
て
、
切
り
取
っ
た
の
だ
彼
ら
の
〈
若
さ
〉
と
美
を
、〈
冷
た
い
〉
驟
雨
が
摘
み
取
り

ぎ
取
っ
た
の
だ
彼
ら
の
活
気
と
血
を
、
し
か
し
御
身
が
優
し
い
一
瞥
で
彼
ら
の
悲
し
い
衰
退
ぶ
り
を
見
渡
し
て
下
さ
っ
た
の
で
私
は
元
気
に
な
り
、
も
う
一
度
吸
い
込
む
の
だ
あ
ら
ゆ
る
香
気
を
芳
香
を
、
ミ
ル
ラ
私
に
は
露
は
〈
没
薬
〉
の
よ
う
に
匂
う
し
、
終
日
胸
に
〈
太
陽
〉
を
丸
ご
と
纒
う
、
そ
の
よ
う
な
倉
庫
に
は
す
じ
御
身
の
〈
眼
〉
か
ら
光
が
一
条
指
す
。
し
か
し
、
あ
あ
、
我
が
〈
神
〉
！
ど
の
よ
う
な
果
実
を
御
身
は
こ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
の
か
？
何
と
い
う
貧
し
い
木
の
葉
を
一
枚
私
は
こ
れ
ま
で
落
と
し
た
こ
と
か
御
身
の
花
輪
に
仕
え
ん
と
し
て
？
こ
う
し
て
御
身
は
一
日
中
恩
知
ら
ず
の
雑
草
（
３
）の
手
入
れ
を
な
さ
る
そ
れ
で
そ
れ
が
終
る
と
悪
臭
か
霧
し
か
私
に
は
後
に
遺
す
匂
い
が
な
い
。
﹇
Ｍ
・
四
四
一
﹈
訳
注
（
１
）
こ
の
作
品
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
「
オ
リ
ー
ヴ
山
﹇（
三
）
Ｂ
﹈」﹇
小
考
33
（
六
）
２４
﹈、
Ｇ
・
ハ
ー
パ
ー
ト
の
「
花
」“T
he
Flow
er”
﹇
七
行
詩
七
連
計
四
九
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
五
六
六
―
七
〇
﹈
及
び
同
じ
く
「
一
瞥
」“T
he
G
lance”
﹇
八
行
詩
三
連
計
二
四
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
五
八
八
―
九
一
﹈
と
比
較
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
タ
イ
ト
ル
は
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
墓
石
の
彼
自
身
の
意
志
で
刻
ま
れ
た
碑
銘
「
役
立
た
ず
の
僕
、
罪
人
中
最
大
の
者
、
吾
れ
、
こ
こ
に
横
た
わ
る
」（Servus
inutilis:peccator
m
axim
us
hic
iaceo
）
及
び
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
２５
・
３０
「
こ
の
役
立
た
ず
の
僕
を
外
の
暗
闇
に
放
り
出
せ
」
と
比
較
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
五
﹈。
（
２
）H
ow
rich,
O
Lord!
how
fresh
thy
visits
are!
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
花
」
の
一
―
二
行
目
「
何
と
爽
や
か
な
、
お
お
〈
主
〉
よ
、
何
と
清
々
し
く
清
潔
な
こ
と
か
／
御
身
の
戻
り
は
！
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
（
３
）a
thankless
w
eed
「
雑
草
」
と
は
肉
体
、
生
ま
身
の
譬
喩
。
延
い
て
は
語
り
手
自
身
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
と
押
韻
す
る
一
八
行
詩
で
、
十
音
節
二
行
と
六
音
節
一
行
と
が
一
組
で
連
な
る
。
反
復
さ
れ
る
母
音
、
子
音
、
母
音
韻
、
中
間
韻
、
半
韻
律
が
微
妙
に
響
き
合
っ
て
実
に
律
動
豊
か
に
繰
り
拡
げ
ら
れ
る
こ
の
作
品
の
音
楽
を
、
拙
訳
が
幾
ら
か
で
も
再
現
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
「
私
」
の
〈
役
立
た
ず
」
が
嘆
か
れ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
が
誕
生
す
る
。
次
の
作
品
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
降
臨
C
H
R
IS
TS
N
ativity
目
覚
め
よ
、
喜
ば
し
い
心
！
起
き
て
〈
歌
え
〉、
汝
の
〈
王
〉
の
〈
誕
生
〉
日
だ
、
目
覚
め
よ
！
目
覚
め
！
〈
太
陽
〉
が
揺
す
ぶ
り
出
し
て
い
る
光
を
そ
の
頭
髪
か
ら
（
１
）、
そ
し
て
ず
っ
と
〈
芳
香
〉
を
吹
き
出
し
そ
の
一
日
に
風
趣
を
添
え
て
い
る
。
２
目
覚
め
、
目
覚
め
よ
！
聞
け
、
森
が
鳴
り
響
き
（
２
）
風
が
囁
き
、
忙
し
い
泉
が
さ
ま
〈
調
和
〉
を
生
み
出
す
様
を
、
目
覚
め
よ
、
目
覚
め
！
人
間
は
彼
ら
の
司
祭
者
だ
、
立
ち
（
３
）上
っ
て
差
し
出
す
べ
き
だ
捧
げ
物
を
。
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３私
は
何
か
〈
鳥
〉
か
〈
星
〉
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
、
森
で
羽
搏
い
た
り
遥
か
高
く
上
っ
て
い
た
い
、
こ
の
〈
住
ま
い
〉
の
上
を
罪
の
〈
道
路
〉
の
上
を
！
そ
う
す
れ
ば
〈
星
〉
か
〈
鳥
〉
は
輝
い
て
い
る
か
今
尚
御
身
に
向
か
っ
て
歌
っ
て
（
４
）い
る
筈
だ
が
。
４
私
に
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
私
の
最
良
の
部
分
に
御
身
に
ぴ
っ
た
り
の
〈
部
屋
部
屋
（
５
）〉
が
！
あ
る
い
は
私
の
心
が
清
ら
か
で
あ
っ
て
く
れ
た
ら
御
身
の
秣
桶
と
同
じ
よ
う
に
！
し
か
し
私
は
す
っ
か
り
汚
れ
切
っ
て
淫
ら
だ
、
そ
れ
で
も
も
し
御
心
が
あ
れ
ば
清
ら
か
に
し
て
下
さ
れ
よ
う
。
５
優
し
い
〈
主
〉
よ
！
だ
か
ら
御
心
を
。
も
う
こ
れ
以
上
レ
パ
ー
う
ろ
つ
こ
の
〈
忌
み
嫌
わ
れ
者
〉
を
彷
徨
か
せ
て
御
身
の
扉
を
汚
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
、
彼
を
癒
し
、
彼
を
〈
安
ら
か
に
し
〉
彼
を
解
放
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
！
そ
し
て
も
う
一
度
不
思
議
な
誕
生
に
よ
っ
て
い
の
ち
生
命
の
〈
主
人
〉
が
〈
地
上
〉
に
生
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
Ⅱ
何
と
親
切
な
こ
と
天
国
は
人
間
に
！
も
し
こ
こ
で
（
６
）
一
人
の
罪
人
が
率
直
に
改
心
す
る
な
ら
〈
喜
び
〉
が
生
れ
、
ど
の
領
域
も
音
楽
の
点
で
〈
競
い
合
う
〉。
そ
う
な
る
と
私
た
ち
は
声
を
張
り
上
げ
な
い
だ
ろ
う
か
？
情
け
や
救
い
は
い
の
ち
我
々
が
感
謝
す
る
に
は
値
い
し
な
い
の
か
？
生
命
は
も
は
や
喜
ば
れ
る
贈
物
で
は
な
く
な
る
の
か
？
あ
そ
こ
か
ら
降
り
て
き
て
こ
こ
で
私
た
ち
の
代
り
に
殺
さ
れ
た
人
（
７
）、
か
た
そ
の
方
は
今
や
見
棄
て
ら
れ
る
の
か
？
そ
の
方
の
あ
ら
ゆ
る
悲
痛
に
意
味
は
無
く
な
る
の
か
？
〈
愛
〉
も
苦
悩
も
拘
束
力
は
な
い
の
か
？
私
た
ち
は
す
っ
か
り
石
な
の
か
、〈
土
〉
な
の
か
？
（
８
）
35
あ
の
方
の
血
塗
れ
の
情
熱
も
注
目
さ
れ
ず
一
日
で
さ
え
彼
の
誕
生
は
祝
福
さ
れ
な
い
の
か
？
あ
あ
、
何
た
る
こ
と
！
御
身
の
誕
生
は
今
や
こ
こ
で
は
一
年
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
（
９
）。
﹇
Ｍ
・
四
四
二
―
四
三
﹈
訳
注
（
１
）T
he
Sun…
his
locks
﹇
Ｒ
Ａ
・
六
五
一
﹈
の
「
鷲
」“T
he
E
agle”
﹇
ヴ
ォ
ー
ン
の
後
の
詩
集
『
甦
っ
た
タ
レ
イ
ア
』T
halia
R
ediviva
（１６７８
）
に
収
録
の
五
八
行
の
詩
﹈
の
注
「
太
陽
光
線
を
ア
ポ
ロ
神
の
毛
髪
だ
と
す
る
概
念
は
古
く
か
ら
の
図
像
学
の
も
の
」
を
参
照
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
五
﹈。
（
２
）how
th’w
ood
rings
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
人
間
の
混
声
曲
」
“M
ans
m
edley”
﹇
六
行
詩
六
連
計
三
六
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
五
八
―
六
一
﹈
の
一
―
二
行
目
「
聞
け
、
小
鳥
が
歌
い
／
森
が
鳴
り
響
く
様
を
」
と
比
較
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
（
３
）
こ
こ
か
ら
の
二
行
、
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
摂
理
」“Providence”
﹇
四
行
詩
三
八
連
計
一
五
二
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
一
五
―
二
七
﹈
の
一
三
―
一
四
行
目
「
人
間
は
世
界
の
司
祭
者
で
提
供
す
る
／
全
て
の
も
の
へ
捧
げ
物
を
」
参
照
﹇
同
﹈。
（
４
）Shining,
or
singing
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
“C
hristm
as”
﹇
四
行
詩
三
連
プ
ラ
ス
二
行
に
二
行
連
句
二
〇
行
の
作
品
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
二
九
〇
―
九
四
﹈
の
三
一
行
目
「
そ
れ
か
ら
我
々
は
歌
い
我
ら
の
日
々
は
い
つ
も
輝
く
」
を
参
照
﹇
同
﹈。
尚
、
そ
の
詩
の
構
成
に
ヴ
ォ
ー
ン
の
こ
の
詩
は
似
て
い
る
。
（
５
）
ヴ
ォ
ー
ン
自
身
の
詩
「
住
居
」“T
he
D
w
elling−place”
﹇
Ｍ
・
五
一
六
﹈
の
一
一
―
一
六
行
目
と
比
較
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
五
﹈。
（
６
）
こ
こ
か
ら
の
三
行
、「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
１５
・
７
「
言
っ
て
お
く
が
、
こ
の
よ
う
に
、
悔
い
改
め
る
一
人
の
罪
人
に
つ
い
て
は
、
悔
い
改
め
る
必
要
の
な
い
九
十
九
人
の
正
し
い
人
に
つ
い
て
よ
り
も
大
き
な
喜
び
が
天
に
あ
る
」
を
参
照
﹇
同
﹈。
（
７
）
こ
の
行
か
ら
最
後
ま
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
とG
ood
Friday
（
復
活
祭
前
金
曜
日
﹇
受
難
日
﹈）
を
祝
う
の
を
廃
止
し
た
一
六
四
四
年
一
二
月
二
三
日
の
、
議
会
の
法
令
に
言
及
し
て
い
る
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
（
８
）all
stone,
and
E
arth
「
堕
落
」﹇
小
考
（
二
）
５４
﹈
の
二
行
目
「
全
て
が
石
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、〈
土
〉
で
も
な
か
っ
た
」
と
比
較
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
六
﹈。
（
９
）
前
注
（
７
）
の
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
宗
教
上
祝
う
の
を
議
会
が
廃
止
し
た
こ
と
﹇
Ｆ
・
二
〇
〇
﹈。
前
半
は
八
音
節
詩
行
四
行
と
四
音
節
詩
行
二
行
と
の
六
行
が
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
型
で
押
韻
す
る
五
連
、
Ⅱ
は
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
…
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ａ
Ａ
と
押
韻
す
る
一
八
行
詩
で
、
奇
数
行
は
八
音
節
、
偶
数
行
36
は
六
音
節
（
六
、
八
行
目
は
七
音
節
）。
二
部
構
成
の
作
品
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
祭
遵
守
（observation
）
廃
止
を
温
和
に
激
し
く
慷
慨
し
た
「
私
」
は
、
引
き
続
き
そ
の
後
六
年
間
〈
均
衡
〉
に
よ
る
心
の
〈
平
和
〉
を
求
め
続
け
な
が
ら
悲
憤
を
〈
抑
制
〉
し
て
き
た
挙
句
、
キ
リ
ス
ト
降
臨
を
祝
う
遵
守
通
告
（observation
）
を
も
う
延
引
す
べ
き
で
は
な
い
と
訴
え
る
。
抑
制
The
C
heck
平
和
、
平
和
を
！
私
は
顔
を
赤
ら
め
御
身
に
耳
を
（
１
）傾
け
る
、
御
身
が
言
葉
に
表
せ
な
い
程
多
量
の
塵
ま
み
れ
の
物
語
に
な
り
そ
の
真
只
中
で
私
の
心
が
同
じ
お
仕
着
せ
を
纏
っ
て
他
の
諸
々
と
同
じ
よ
う
に
飼
い
馴
ら
さ
れ
て
い
る
時
に
、
そ
の
時
か
ら
六
年
掘
り
返
さ
れ
て
何
か
若
々
し
い
〈
眼
〉
が
そ
こ
で
〈
均
衡
〉
を
探
し
求
め
な
が
ら
何
も
見
つ
け
ら
れ
ず
に
御
身
を
風
の
な
す
が
ま
ま
に
し
て
お
い
た
り
〈
粉
砕
〉
の
一
歩
手
前
に
到
ら
せ
て
御
身
の
連
な
り
合
っ
た
（
２
）慎
し
い
塵
を
撒
き
散
ら
し
て
か
ら
親
愛
な
る
肉
体
（
３
）よ
告
げ
る
の
か
御
身
の
栄
光
は
い
ず
こ
か
と
？
２
真
昼
に
夜
は
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
恐
し
く
な
る
〈
も
の
と
思
っ
〉
て
い
る
彼
が
眠
ら
ず
物
憂
さ
を
振
る
い
落
と
し
て
顧
み
ず
〈
太
陽
〉
と
共
に
働
き
そ
の
日
に
昼
間
の
負
い
目
を
返
し
て
（〈
安
眠
〉
を
求
め
、
闇
を
拘
束
し
て
）
自
分
が
夜
の
様
々
な
恐
怖
を
免
れ
て
み
た
い
と
希
う
よ
う
に
我
ら
も
ま
た
そ
う
す
べ
き
だ
。
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
（
４
）我
ら
に
死
ね
と
教
え
そ
の
道
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
我
ら
が
通
り
過
ぎ
な
が
ら
気
に
か
け
な
い
う
ち
に
、
だ
か
ら
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
御
身
の
光
の
閃
き
を
。
３
御
身
の
前
触
れ
（
５
）に
思
い
巡
ら
そ
う
、
御
身
の
若
者
〈
仲
間
〉
に
な
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
〈
生
き
物
〉
が
暇
乞
い
し
て
は
死
ん
で
ゆ
く
、〈
鳥
〉、
獣
、
木
々
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全
て
は
成
長
し
、
あ
る
い
は
呼
吸
し
て
い
る
が
広
範
な
（
６
）用
語
の
一
つ
〈
死
〉
を
所
有
す
る
。
お
お
だ
か
ら
弄
ぶ
で
な
い
！
懸
命
に
希
っ
て
み
よ
う
彼
な
ら
か
げ
こ
の
悲
し
い
陰
に
〈
太
陽
〉
を
浄
め
さ
せ
〈
ら
れ
〉
て
変
え
る
だ
ろ
う
陰
っ
た
靄
を
光
線
に
、
そ
の
湿
気
を
昼
間
に
、
そ
の
力
は
甚
だ
秀
で
て
い
る
の
で
〈
土
〉
を
精
霊
に
造
り
真
物
の
栄
光
を
住
ま
わ
せ
ら
れ
る
の
だ
塵
の
中
に
、
石
と
い
う
石
の
中
に
。
４
聴
こ
う
、
彼
が
汝
を
〈
招
く
〉
有
様
を
！
何
と
い
う
〈
愛
〉
と
悲
し
み
の
声
で
彼
は
懇
願
し
〈
呼
ば
わ
る
〉
こ
と
か
、
お
お
こ
の
汝
の
日
々
に
汝
は
己
の
善
な
る
こ
と
だ
け
知
っ
て
い
て
欲
し
か
っ
た
と
！
血
の
〈
神
〉
御
自
身
の
血
の
〈
叫
び
〉
が
汝
を
目
覚
め
さ
せ
な
い
の
か
？
〈
彼
〉
は
命
じ
ら
れ
る
注
意
せ
よ
ケ
ア
酒
酔
い
に
、
飽
食
に
、〈
悲
嘆
〉
に
と
、
そ
れ
な
の
に
汝
は
眠
り
続
け
た
、
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
（
７
）汝
の
抗
議
は
汝
の
〈
境
界
〉
は
、
汝
の
〈
愛
〉
は
？
立
ち
去
れ
、
そ
の
日
（
８
）を
取
り
戻
す
の
だ
遵
守
通
告
を
（
９
）お
そ
ら
く
明
日
に
延
ば
さ
な
い
日
を
﹇
Ｍ
・
四
四
三
―
四
四
﹈
訳
注
（
１
）
こ
こ
か
ら
の
五
行A
dusty
story
...
digg’d
up
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
死
」“D
eath”
﹇
四
行
詩
六
連
二
四
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
六
四
七
―
四
九
﹈
の
五
―
八
行
目
「
何
故
な
ら
我
ら
は
汝
を
見
做
し
た
の
だ
／
六
年
か
十
年
経
っ
た
時
だ
と
／
生
命
と
感
覚
を
失
う
／
肉
が
塵
に
、
骨
が
棒
に
変
っ
た
後
の
よ
う
だ
と
」、
及
び
、
同
じ
く
「
教
会
内
記
念
物
」“C
hurch−m
onum
ents”
﹇
六
行
詩
四
連
計
二
四
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
二
三
四
―
三
八
﹈
も
参
照
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
（
２
）kind＝
naturally
associated
（O
E
D
a
1c
）.
そ
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
死
者
の
「
慎
し
い
塵
」
粒
子
は
互
い
に
天
然
に
連
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
六
﹈。
（
３
）dear
flesh
同
じ
「
頓
呼
法
」﹇
文
の
中
途
で
感
情
が
高
ま
り
そ
の
場
に
い
な
い
人
、
擬
人
化
し
た
も
の
、
観
念
、
に
対
し
て
呼
び
か
け
る
修
辞
法
﹈
が
、
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
教
会
内
記
念
物
」
の
一
七
行
目
に
あ
る
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
（
４
）
こ
こ
か
ら
の
十
行
第
三
連
五
行
目
ま
でA
ll
things
...
D
eath
ヴ
ォ
ー
ン
の
散
文
『
オ
リ
ー
ヴ
山
』﹇
Ｍ
・
一
七
四
・
一
一
―
一
六
﹈
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の
次
の
一
節
と
比
較
、「
も
し
我
々
に
使
い
こ
な
せ
る
程
の
賢
さ
が
あ
れ
ば
、
目
に
は
見
え
な
く
て
も
我
々
を
死
す
べ
き
運
命
の
精
神
に
思
い
を
到
さ
せ
て
く
れ
る
親
切
な
物
が
存
在
す
る
。
昼
日
中
は
死
ん
で
夜
に
な
り
、
春
は
冬
に
な
り
、
花
々
は
己
の
墓
の
中
に
ず
っ
と
根
を
張
り
、
木
々
の
葉
は
自
ら
の
緑
を
解
き
放
っ
て
我
ら
の
足
下
に
落
ち
、
そ
こ
で
飛
び
回
り
我
ら
に
囁
き
か
け
る
の
だ
」﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
六
﹈。
（
５
）fore−runners
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
に
こ
の
表
題
の
詩“T
he
Fore-
runners”
﹇
六
行
詩
六
連
計
三
六
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
六
一
〇
―
一
六
﹈
が
あ
る
﹇
同
﹈。
（
６
）large＝
com
prehensive
﹇
同
﹈。
（
７
）w
her’s
now
.../T
hy
Lines
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
物
臭
」“D
ul-
nesse”
﹇
四
行
詩
七
連
計
二
八
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
一
〇
―
一
三
﹈
の
一
七
行
目
「
で
は
私
の
境
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
三
八
﹈。
（
８
）T
he
day
最
後
の
審
判
の
日
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
六
﹈。
（
９
）observation＝
outw
ard
show
,
w
arning
ラ
テ
ン
語
のobser-
vatio
の
教
会
に
関
わ
る
意
味
か
ら
。「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
１７
・
２０
「
神
の
国
は
、
見
え
る
形
（observation
）
で
は
来
な
い
」﹇
同
﹈。
一
連
一
二
行
の
四
連
か
ら
成
る
。
各
行
の
音
節
数
は
順
に
、
１０
５
１０
７
６
１０
６
１０
６
４
８
﹇
第
四
連
は
９
﹈
５
で
、
各
連
と
も
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｆ
﹇
第
四
連
は
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
﹈
Ｂ
の
型
で
押
韻
す
る
美
し
く
〈
抑
制
〉
さ
れ
た
詩
型
の
作
品
。
こ
の
詩
の
次
に
「
混
乱
と
脆
さ
」
﹇
小
考
（
五
）
９
―
１１
﹈
が
配
さ
れ
る
と
い
う
の
も
意
味
深
長
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
世
俗
詩
を
斥
け
よ
う
と
主
張
す
る
作
品
が
続
く
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
抑
制
し
て
も
避
け
難
い
混
乱
と
脆
さ
、
そ
れ
が
世
俗
の
恋
愛
詩
に
繋
が
る
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
敢
え
て
〈
無
益
〉
と
公
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
心
に
、
読
者
の
思
い
が
留
ま
る
。
無
益
な
詩
（
１
）
Idle
Verse
去
れ
よ
、
去
れ
、
奇
妙
な
愚
考
、
砂
糖
ま
ぶ
し
の
罪
よ
、
影
は
も
は
や
私
の
扉
で
は
な
い
、
私
は
こ
れ
以
上
〈
蜘
蛛
の
巣
〉
は
掛
け
な
い
（
２
）
私
に
は
余
り
に
も
負
い
目
が
多
い
（
３
）。
さ
な
か
な
ぜ
な
ら
私
の
若
い
際
中
、
夜
の
う
ち
に
私
の
大
い
な
る
護
り
手
は
微
笑
む
の
で
私
た
ち
は
〈
縁
組
を
す
る
〉、
私
の
唯
一
の
光
（
４
）な
の
で
〈
手
を
結
ぶ
〉
わ
け
だ
、
彼
ら
の
策
略
を
退
け
る
べ
く
、
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闇
雲
の
、
破
れ
か
ぶ
れ
の
発
作
（
５
）﹇
歌
﹈
だ
、
身
仕
度
の
し
方
を
学
び
、
私
た
ち
の
恥
を
取
り
繕
う
と
は
、
鼻
を
衝
く
毒
に
金
め
っ
き
し
堕
落
に
増
し
な
名
を
許
す
と
は
、うち
若
々
し
い
血
の
〈
せ
せ
ら
ぎ
（
６
）〉
と
裡
深
い
器
（
７
）、
〈
愛
〉
の
〈
長
い
衣
〉
を
纏
っ
た
情
欲
、
ス
カ
ー
フ
か
手
袋
で
身
を
包
む
病
ん
で
熱
に
浮
か
さ
れ
た
魂
た
ち
の
取
り
と
め
の
な
い
話
し
ぶ
り
（
８
）、
そ
れ
で
十
分
に
私
の
も
っ
と
暖
か
な
日
々
は
に
や
に
や
笑
っ
て
君
の
上
に
輝
け
る
だ
ろ
う
（
９
）
絡
ま
せ
る
な
私
の
〈
イ
ト
ス
ギ
〉
に
君
の
〈
月
桂
樹
の
葉
〉
を
（
１０
）
あ
る
い
は
〈
薔
薇
〉
に
私
の
〈
イ
チ
イ
（
１１
）〉
を
、
去
れ
よ
、
去
れ
、
何
か
更
に
緑
の
深
い
も
の
を
探
し
求
め
て
、
こ
こ
は
雪
が
降
り
、
凍
り
つ
く
所
、
〈
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
〉
に
は
春
を
待
っ
て
も
ら
お
う
、
私
の
年
月
は
冬
ば
か
り
。
﹇
Ｍ
・
四
四
六
―
四
七
﹈
訳
注
（
１
）
詩
才
に
恵
ま
れ
た
人
々
が
携
わ
る
に
は
相
応
し
く
な
い
と
し
て
世
俗
詩
を
拒
絶
す
る
の
は
、
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
に
よ
っ
て
も
、
例
え
ば
「
ヨ
ル
ダ
ン
」
一
、
二
﹇“Jordan”
I,
II.
各
々
、
五
行
詩
三
連
、
六
行
詩
三
連
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
一
九
七
―
二
〇
三
、
三
六
五
―
七
﹈
の
二
篇
な
ど
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
主
題
だ
が
、
ヴ
ォ
ー
ン
も
こ
の
詩
集
の
序
文
﹇
小
考
（
四
）
２２
﹈
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
激
し
く
咎
め
て
い
る
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
七
﹈。
宗
教
詩
で
な
い
も
の
は
無
益
な
詩
だ
と
い
う
主
張
。
（
２
）I
w
ill
no
longer
C
obw
ebs
spin
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
世
界
」
“T
he
W
orld”
﹇
五
行
詩
四
連
計
二
〇
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
三
〇
〇
―
二
﹈
の
二
―
三
行
目
「
幻
想
を
紡
ぎ
な
が
ら
彼
女
が
言
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
る
／
私
の
繊
細
な
蜘
蛛
の
巣
が
そ
の
枠
組
を
支
え
た
の
だ
と
」
と
比
較
。
蜘
蛛
の
巣
は
装
飾
で
あ
る
が
不
用
心
な
人
に
と
っ
て
は
罠
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
恋
愛
詩
に
似
て
い
る
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
七
―
八
﹈。
（
３
）on
the
score＝
in
debt
﹇
Ｆ
・
二
〇
四
﹈。
（
４
）m
y
only
light
キ
リ
ス
ト
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
八
﹈。
（
５
）
fits
掛
け
言
葉
、
狂
気
の
激
発
と
詩
の
一
節
、O
E
D
fit
sb1,
sb
2
3b
﹇
同
﹈。
（
６
）
Purles
小
川
が
さ
ら
さ
ら
流
れ
る
時
の
よ
う
な
動
き
か
音
の
意
、
40
O
E
D
に
こ
の
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
﹇
Ｆ
・
二
〇
五
﹈。
（
７
）bow
les
感
情
か
感
覚
の
中
心
の
意
味
に
お
い
て‘bow
els’
﹇
中
心
部
、
内
部
﹈
の
意
。
同
情
・
哀
れ
み
の
宿
る
場
所
﹇
同
﹈。
（
８
）Sick
w
ith
a
scarf,
or
glove
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
愛
」I
“Love”
I
﹇
ソ
ネ
ッ
ト
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
一
八
八
―
九
〇
﹈
の
一
三
―
一
四
行
目
「
御
身
へ
の
賞
讃
は
誰
が
歌
う
の
か
？
ス
カ
ー
フ
か
手
袋
だ
け
が
／
私
た
ち
の
手
を
暖
め
て
、
そ
の
手
に
愛
に
つ
い
て
書
か
せ
る
の
だ
」
と
比
較
﹇
Ｍ
・
七
三
九
﹈。
（
９
）Sim
per’d,
and
shin’d
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
探
索
」“T
he
Search”
﹇
四
行
詩
一
五
連
計
六
〇
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
五
五
五
―
五
九
﹈
の
一
三
―
一
四
行
目
「
そ
れ
で
も
私
に
は
見
守
れ
る
星
々
が
上
方
で
／
に
や
に
や
笑
い
輝
く
様
子
を
」
と
比
較
﹇
同
﹈。
（
１０
）B
ays
征
服
者
や
詩
人
に
名
誉
を
与
え
る
た
め
の
花
輪
に
さ
れ
る
月
桂
樹
の
葉
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
六
八
﹈。
こ
の‘bay’
に
は
「
名
声
」「
評
判
」
と
い
う
古
い
意
味
も
あ
り
そ
れ
が
重
複
し
て
い
よ
う
。
（
１１
）Yew
gh＝
yew
故
人
へ
の
哀
悼
の
印
に
墓
地
に
植
え
ら
れ
る
木
な
の
で
、
悲
し
み
、
死
、
復
活
、
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
八
音
節
詩
行
と
六
音
節
詩
行
が
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
の
型
で
押
韻
す
る
二
四
行
の
作
品
。
そ
し
て
こ
の
次
に
「
息
﹇
日
﹈
曜
日
」
が
来
る
。
そ
の
後
方
八
、
九
番
目
に
、
前
号
で
取
り
上
げ
た
「
復
活
祭
の
日
」
と
「
復
活
祭
讃
歌
」
が
並
ぶ
。
こ
の
二
篇
を
前
後
に
包
む
作
品
を
次
に
取
り
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
前
に
来
る
詩
で
あ
る
。
身
仕
度
D
ressing
か
た
お
お
御
身
、
清
ら
か
で
潔
白
に
さ
れ
た
魂
を
愛
す
る
方
！
夜
が
明
け
て
影
が
次
々
消
え
去
る
ま
で
（
１
）、〈
百
合
〉
の
中
で
群
れ
を
飼
っ
て
い
る
方
、〈
燠
〉
で
触
れ
て
下
さ
い
（
２
）
私
の
凍
っ
た
心
に
、
そ
し
て
御
身
の
秘
密
の
鍵
（
３
）で
開
け
て
下
さ
い
私
の
荒
涼
と
し
た
部
屋
部
屋
を
、
私
の
陰
鬱
な
〈
胸
〉
は
御
身
の
澄
ん
だ
火
（
４
）で
洗
練
し
て
（
５
）、
塵
へ
と
燃
や
し
て
下
さ
い
あ
の
暗
い
〈
混
迷
状
態
〉
を
、
私
の
中
に
巣
く
っ
て
御
身
の
〈
聖
堂
〉
を
罪
深
い
錆
で
汚
す
の
で
す
か
ら
。
御
身
聖
な
る
無
害
の
汚
れ
な
き
司
祭
長
（
６
）さ
ま
！
あ
ら
ゆ
る
罪
を
償
う
こ
の
上
な
く
十
分
な
献
身
が
輝
か
し
く
征
服
し
た
も
の
に
は
何
も
の
も
抵
抗
で
き
ず
み
ど
り
ご
に
あ
っ
て
さ
え
勝
利
が
鎮
静
し
、
巧
く
収
ま
り
ま
す
（
７
）。
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お
与
え
下
さ
い
御
身
の
惨
め
な
者
に
御
身
の
神
秘
に
満
ち
た
〈
霊
の
交
り
〉
を
、
不
在
で
も
彼
に
は
見
え
て
生
き
て
死
ん
で
御
身
と
共
に
起
き
上
が
れ
る
よ
う
に
、
彼
に
こ
こ
地
上
で
そ
の
よ
う
に
従
わ
せ
ま
し
ょ
う
結
局
は
彼
が
御
身
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
御
身
の
意
向
の
ま
ま
に
。
お
与
え
下
さ
い
彼
に
、
御
身
専
用
の
証
印
（
８
）を
、
し
る
し
証
拠
と
な
る
も
の
を
、
印
を
、
御
身
の
贈
物
は
よ
く
効
く
の
で
こ
こ
で
の
こ
う
い
う
先
触
れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
ょ
う
、
御
身
が
何
を
指
示
さ
れ
よ
う
と
信
仰
は
報
わ
れ
て
欲
し
い
（
９
）、
か
ら
だ
パ
ン
は
御
身
の
体
の
代
り
に
、
葡
萄
酒
は
御
身
の
血
の
代
り
に
と
。
お
与
え
下
さ
い
彼
に
（
憐
れ
ん
で
）
愛
を
、
天
上
で
の
御
身
と
共
に
成
長
し
た
二
本
の
花
々
を
、
短
い
発
作
の
せ
い
で
の
怒
り
な
ど
認
め
た
り
な
さ
ら
な
い
愛
情
と
私
の
よ
り
御
身
の
手
足
を
よ
し
と
す
る
（
１０
）
ほ
ど
神
々
し
い
憐
れ
み
と
を
。
お
与
え
下
さ
い
私
に
、
我
が
〈
神
〉
！
恩
寵
を
、
光
線
と
、
お
顔
の
明
る
さ
を
、
そ
う
す
れ
ば
私
は
お
よ
そ
獣
と
は
違
っ
て
（
１１
）
御
身
の
神
聖
な
御
馳
走
を
戴
く
か
そ
れ
と
も
御
身
の
尊
い
血
の
畏
れ
多
い
神
秘
の
数
々
を
似
た
よ
う
な
〈
風
習
〉
を
思
っ
て
私
の
〈
厨
〉
の
食
べ
物
と
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
あ
る
者
は
御
身
に
向
か
っ
て
座
り
、
食
べ
ま
す
御
身
の
体
を
、
自
分
た
ち
に
〈
共
通
の
〉
食
物
と
し
て
、
お
お
私
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
！
ダ
ス
ト
哀
れ
な
塵
は
相
変
ら
ず
身
を
低
く
す
べ
き
も
の
、
だ
か
ら
私
の
魂
と
肉
体
は
跪
き
、
跪
い
て
お
辞
儀
を
し
ま
す
、
も
し
も
〈
聖
人
〉
と
〈
御
使
い
〉
の
皆
さ
ん
が
平
伏
す
る
な
ら
御
身
よ
り
深
々
と
。
﹇
Ｍ
・
四
五
五
―
五
六
﹈
訳
注
（
１
）T
hat
…
flee
「
雅
歌
」
２
・
１６
―
１７
「
恋
し
い
あ
の
人
は
私
の
も
の
／
私
は
あ
の
人
の
も
の
／
百
合
の
中
で
群
れ
を
飼
っ
て
い
る
人
の
も
の
／
夜
が
明
け
て
影
が
消
え
去
ら
な
い
う
ち
に
／
恋
し
い
人
よ
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帰
っ
て
き
て
／
か
も
し
か
の
よ
う
に
、
若
い
雄
鹿
の
よ
う
に
…
」
﹇
Ｆ
・
二
一
六
﹈。
新
旧
約
全
聖
書
を
通
じ
て
唯
一
の
世
俗
の
愛
の
詩
歌
集
の
一
節
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
（
２
）touch
…
heart
「
イ
ザ
ヤ
書
」
６
・
６
―
７
「
す
る
と
セ
ラ
フ
ィ
ム
の
一
人
が
手
に
燠
を
持
っ
て
飛
ん
で
き
て
…
そ
れ
を
私
の
口
に
触
れ
さ
せ
て
言
っ
た
、
見
よ
、
こ
れ
が
汝
の
唇
に
触
れ
た
の
で
汝
の
咎
は
取
り
去
ら
れ
罪
は
赦
さ
れ
た
」﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
二
﹈。
（
３
）thy
secret
key
G
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
聖
餐
式
」“T
he
H
.
C
om
-
m
union”
﹇
六
行
詩
四
連
と
四
行
詩
四
連
の
計
四
〇
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
一
八
二
―
八
六
﹈
の
二
一
―
二
二
行
目
「
そ
し
て
人
の
知
ら
な
い
鍵
を
持
っ
て
／
魂
の
最
も
隠
微
な
部
屋
部
屋
を
開
け
る
」
と
比
較
﹇
Ｍ
・
七
四
〇
﹈。
尚
、「
樹
液
」﹇
本
稿
後
出
﹈
の
一
六
行
目
参
照
。
（
４
）thy
cleer
fire
「
マ
ラ
キ
書
」
３
・
２
「
彼
は
精
錬
す
る
者
の
火
の
よ
う
だ
」﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
二
﹈。
（
５
）refine
…
C
onfusions
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
星
」“T
he
Starre”
﹇
四
行
詩
八
連
計
三
二
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
二
六
七
―
七
〇
﹈
の
第
三
連
「
ま
ず
御
身
の
花
火
で
燃
や
し
て
塵
に
す
る
／
愚
考
と
愚
考
よ
り
も
っ
と
悪
い
欲
情
を
／
そ
れ
か
ら
御
身
の
光
で
洗
練
し
／
そ
し
て
そ
れ
を
輝
か
す
の
だ
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
〇
﹈。
（
６
）high−priest
「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
」
４
・
１４
「
我
々
に
は
諸
々
の
天
を
通
過
さ
れ
た
偉
大
な
司
祭
長
、
神
の
子
イ
エ
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
二
﹈。
（
７
）even
in
babes
…
w
in
「
詩
篇
」
８
・
２
「
み
ど
り
ご
と
乳
呑
み
児
の
口
に
よ
っ
て
砦
を
築
き
報
復
す
る
敵
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
」
﹇
同
﹈。
（
８
）private
seal
…
sign
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
」
二
、
１
・
２２
「
神
は
ま
た
私
た
ち
に
証
印
を
押
し
て
保
証
と
し
て
私
た
ち
の
心
に
〈
霊
〉
を
与
え
て
下
さ
っ
た
」﹇
同
﹈。
（
９
）W
hatever
…
blood
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
神
性
」“D
ivinitie”
﹇
四
行
詩
七
連
計
二
八
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
六
八
―
七
二
﹈
の
二
一
―
二
四
行
目
「
し
か
し
彼
は
私
た
ち
に
お
命
じ
に
な
る
、
彼
の
血
を
葡
萄
酒
と
し
て
飲
め
と
。
／
彼
の
好
む
と
こ
ろ
を
命
ず
る
、
そ
れ
で
も
私
は
確
信
す
る
／
汝
が
そ
こ
で
企
む
こ
と
を
食
べ
味
わ
い
さ
え
す
れ
ば
／
救
い
に
な
り
そ
れ
は
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
い
と
」
と
比
較
﹇
Ｍ
・
七
四
〇
﹈。
特
に
こ
の
第
六
連
は
、
聖
餐
式
に
関
わ
る
と
多
く
の
批
評
家
は
観
て
い
る
が
、
認
識
に
よ
る
理
解
よ
り
は
経
験
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
表
明
し
て
い
る
と
主
張
す
る
論
も
あ
る
﹇
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
六
九
﹈。
（
１０
）resent
「
好
意
を
寄
せ
る
」「
是
認
す
る
」
と
い
う
廃
れ
た
意
味
だ
ろ
う
（O
E
D
,8.c
）﹇
Ｆ
・
二
一
六
﹈。
こ
の
行
は
憐
れ
み
を
定
義
し
て
い
る
よ
う
で
、
語
り
手
の
嘆
願
者
は
、
お
そ
ら
く
、
自
ら
の
よ
り
は
キ
リ
ス
ト
の
手
足
の
苦
痛
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
流
の
憐
れ
み
を
希
求
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
三
﹈。
（
１１
）
こ
こ
か
ら
最
後
ま
で
（T
hat
never
…
m
ore
thou.
）
に
つ
い
て
。
清
教
徒
の
改
革
者
た
ち
は
主
張
し
た
、
聖
体
拝
領
者
は
地
位
を
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保
つ
べ
き
だ
と
、
そ
れ
も
原
始
教
会
の
愛
餐
の
状
況
に
似
て
い
れ
ば
い
る
程
、
ま
た
、
高
教
会
派
﹇
英
国
国
教
会
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
伝
統
、
特
に
、
礼
典
、
儀
式
、
教
会
の
権
威
へ
の
服
従
を
重
ん
じ
る
派
﹈
の
式
典
を
少
し
で
も
匂
わ
せ
る
も
の
は
避
け
れ
ば
避
け
る
程
良
い
の
だ
と
﹇
同
﹈。
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
の
型
で
押
韻
す
る
四
行
三
連
（
九
行
が
十
音
節
、
三
行
が
一
一
音
節
）
に
、
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
型
で
押
韻
す
る
六
行
（
音
節
数
は
順
に
６
８
６
６
１０
１０
）
の
五
連
（﹇
Ｒ
Ａ
﹈
の
テ
ク
ス
ト
）
が
後
半
は
二
連
ず
つ
繋
が
っ
た
変
化
の
あ
る
構
成
（﹇
Ｍ
﹈、﹇
Ｆ
﹈
の
テ
ク
ス
ト
、
本
稿
は
当
然
こ
ち
ら
に
依
拠
）
の
作
品
。
復
活
祭
と
そ
の
讃
歌
の
詩
の
直
後
が
、
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
の
象
徴
で
あ
る
パ
ン
と
霊
の
象
徴
で
あ
る
葡
萄
酒
を
拝
領
す
る
儀
式
が
話
柄
の
次
の
作
品
で
あ
る
。
聖
餐
式
The
H
oly
C
om
m
union
い
の
ち
爽
や
か
で
神
聖
な
饗
宴
歓
迎
！
（
１
）
生
命
よ
う
こ
そ
！
私
は
死
ん
で
揉
め
事
の
深
間
に

っ
て
い
た
、
そ
こ
へ
恩
寵
と
祝
福
が
御
身
と
共
に
た
っ
ぷ
り
注
が
れ
て
き
て
乾
い
た
刈
り
株
さ
え
蘇
っ
た
こ
う
し
て
魂
を
肉
体
が
活
気
づ
か
せ
こ
う
し
て
初
め
の
う
ち
事
態
は
野
蛮
で
（
２
）
暗
く
、
空
虚
で
〈
未
熟
だ
〉
っ
た
が
御
身
の
〈
御
言
葉
〉
に
よ
っ
て
各
々
美
し
さ
と
日
付
（
３
）を
備
え
た
、
全
て
は
御
身
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
し
依
然
と
し
て
そ
う
に
違
い
な
い
、
存
在
す
る
か
生
き
て
い
る
も
の
に
は
（
４
）
自
ら
の
〈
活
力
〉
は
な
い
し
、
救
わ
れ
な
い
御
身
の
手
が
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
時
に
、
治
癒
と
〈
切
り
傷
〉、
闇
と
昼
間
の
光
、
生
命
と
死
は
御
身
の
息
遣
い
に
よ
っ
て
翻
る
木
の
葉
に
す
ぎ
な
い
。
御
身
不
在
で
は
精
神
は
死
ぬ
し
暗
黒
が
座
る
の
は
最
も
神
々
し
い
才
智
の
上
、
〈
太
陽
〉
の
上
に
〈
掩
蔽
〉
が
横
た
わ
る
よ
う
に
。
し
か
し
御
身
の
亡
く
な
っ
た
時
の
あ
の
大
い
な
る
闇
は
（
５
）
い
ま
わ
覆
い
が
御
身
の
今
際
の
息
と
共
に
破
れ
る
と
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
御
身
へ
の
道
を
。
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そ
れ
で
今
こ
う
い
う
確
か
な
神
聖
な
絆
に
よ
っ
て
御
身
の
血
（
私
た
ち
の
至
高
の
善
（
６
））
が
私
た
ち
の
眼
を
清
め
て
視
力
を
与
え
て
下
さ
っ
た
（
７
）後
御
身
は
御
自
身
と
私
た
ち
の
魂
及
び
肉
体
と
の
結
婚
を
約
束
な
さ
る
の
だ
永
続
す
る
光
の
中
で
。
あ
た
い
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
か
御
身
が
値
を
支
払
っ
て
私
た
ち
に
眼
を
お
与
え
下
さ
っ
て
も
私
た
ち
に
眼
が
無
く
て
、
御
身
が
ま
た
手
を
取
っ
て
導
き
な
が
ら
私
た
ち
を
尚
目
覚
め
さ
せ
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
、
私
た
ち
が
眠
っ
て
い
た
り
（
８
）
御
身
の
許
か
ら
這
い
出
す
時
（
９
）
誰
が
御
身
無
し
で
堪
え
ら
れ
よ
う
か
？
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
か
御
身
の
息
と
血
を
呪
わ
れ
た
死
に
よ
っ
て
失
う
だ
け
で
は
、
し
か
し
御
身
は
私
た
ち
に
任
せ
る
こ
と
も
な
さ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
私
た
ち
は
御
身
か
ら
し
る
し
あ
の
二
つ
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
印
か
ら
私
た
ち
を
浄
め
て
そ
の
ま
ま
清
ら
か
に
保
つ
手
段
を
奪
っ
た
の
だ
か
ら
、
誰
が
御
身
の
苦
悩
を
も
た
ら
し
た
の
か
？
お
お
シ
ャ
ロ
ン
の
薔
薇
よ
！
お
お
谷
間
の
〈
百
合
〉
よ
（
１０
）！
御
身
は
今
度
は
ど
う
な
ら
れ
る
の
か
、
御
身
が
飼
わ
れ
る
群
は
食
物
に
な
り
、〈
羊
飼
い
〉
に
な
る
の
だ
が
御
身
の
羊
に
と
っ
て
（
１１
）。
﹇
Ｍ
・
四
五
七
―
五
八
﹈
訳
注
（
１
）W
elcom
e
…
life
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
一
大
饗
宴
」“T
he
B
an-
quet”
﹇
六
行
詩
九
連
計
五
四
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
六
二
七
―
三
一
﹈
の
一
―
二
行
目
「
爽
や
か
で
神
聖
な
声
援
歓
迎
／
本
当
に
歓
迎
」
と
比
較
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
三
﹈。
（
２
）
こ
こ
か
ら
の
三
行
、「
創
世
記
」
１
・
２
―
３
「
地
は
形
な
く
空
虚
で
、
闇
が
深
淵
の
面
に
あ
り
…
神
が
言
わ
れ
た
、
光
あ
れ
と
、
そ
れ
で
光
が
現
れ
た
」﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
三
―
四
﹈。
（
３
）and
date
天
地
創
造
の
時
﹇
Ｆ
・
二
一
八
﹈。
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（
４
）
こ
こ
か
ら
の
六
行
は
、「
苦
痛
」﹇
小
考
（
七
）
３０
―
３１
﹈
を
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
一
﹈。
（
５
）B
ut
that
…
last
breath
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
２７
・
４５
、
５１「
昼
の
十
二
時
に
全
地
は
暗
く
な
り
、
三
時
ま
で
続
い
た
」「
神
殿
の
垂
れ
幕
が
上
下
に
避
け
、
地
震
が
起
き
岩
が
裂
け
…
」﹇
Ｆ
・
二
一
九
﹈。
（
６
）sov’rain
good
し
ば
し
ば‘sum
m
um
bonum
’
（
最
高
善
）
の
意
。
ベ
イ
コ
ン
の
随
想
「
真
理
に
つ
い
て
」
の
中
の
「
真
理
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
…
人
間
の
本
性
の
中
で
の
至
高
の
善
で
あ
る
」
を
参
照
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
四
﹈。
（
７
）
「
復
活
祭
の
日
」﹇
小
考
（
十
）
５
﹈
の
一
四
―
一
五
行
目
「
彼
の
治
癒
力
に
富
む
血
を
塗
る
の
だ
汝
の
〈
両
眼
〉
に
／
…
彼
の
血
が
汝
の
心
を
癒
さ
れ
よ
う
」
参
照
﹇
Ｆ
・
二
一
九
﹈。
（
８
）
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
２６
・
４０
「
弟
子
た
ち
の
所
へ
戻
っ
て
御
覧
に
な
る
と
彼
ら
は
眠
っ
て
い
た
…
」﹇
同
﹈。
（
９
）from
thee
creep
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
２６
・
７１
。
追
従
者
で
あ
る
こ
と
を
咎
め
ら
れ
た
時
の
ペ
テ
ロ
が
し
た
よ
う
に
﹇
同
﹈。
（
１０
）
「
雅
歌
」
２
・
１
「
私
は
シ
ャ
ロ
ン
の
薔
薇
、
野
の
百
合
」﹇
Ｆ
・
二
二
〇
﹈。「
英
国
教
会
」﹇
小
考
（
四
）
８
﹈
の
二
一
行
目
「
お
お
野
の
薔
薇
よ
！
谷
々
の
百
合
よ
！
」
参
照
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
七
四
﹈。
（
１１
）St.T
hom
as,“Lauda
Sion”
の
八
九
行
目‘ B
one
pastor,panis
vere’
（
良
い
羊
飼
い
、
真
物
の
パ
ン
）
を
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
〇
﹈。
﹇
Ｆ
・
二
二
〇
﹈
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
こ
の
行
末
に
は
感
嘆
符
！
が
あ
る
。
第
二
連
が
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
型
で
押
韻
す
る
他
は
主
に
二
行
連
句
で
、
そ
れ
に
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
か
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
型
の
押
韻
が
混
じ
る
全
五
二
行
の
詩
。
音
節
数
は
行
頭
の
出
入
り
が
明
示
す
る
四
種
（
七
行
が
１０
、
一
七
行
が
８
、
一
〇
行
が
６
、
一
八
行
が
４
音
節
）。
心
象
の
躍
動
に
よ
っ
て
非
信
徒
に
も
想
像
力
を
十
分
掻
き
立
た
せ
る
詩
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
ム
・
サ
ン
デ
ー
前
号
で
取
り
上
げ
た
「
復
活
前
主
日
（
英
国
国
教
会
で
の
名
称
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
「
棕
櫚
の
日
曜
日
」）
の
前
方
十
一
番
目
に
は
、
棕
櫚
の
樹
が
主
題
の
詩
が
あ
る
。
棕
櫚
の
樹
と
は
、
バ
イ
ブ
ル
で
は
、「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
１５
・
１７
に
、
一
行
が
宿
営
し
た
エ
リ
ム
の
村
に
は
、
十
二
の
泉
に
七
〇
本
茂
な
つ
め
や
し
っ
て
い
た
と
あ
る
〈
棗
椰
子
〉
の
こ
と
で
、
そ
こ
を
皮
切
り
に
総
計
三
五
回
﹇
Ｓ
Ｊ
・
七
六
九
﹈
現
れ
る
木
で
あ
る
。
影
深
く
高
々
と
聳
え
立
つ
端
正
な
姿
と
多
く
の
果
実
を
稔
ら
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
来
「
優
雅
」「
豊
饒
」「
繁
栄
」、
神
の
広
大
な
「
恩
寵
」「
保
護
」、
あ
る
い
は
「
徳
」「
愛
」「
忠
誠
」「
正
義
」
な
ど
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
﹇
ｄ
ｅ
Ｖ
・
三
五
六
―
七
﹈。
仮
庵
の
祭
り
の
小
屋
は
こ
の
木
で
建
て
ら
れ
た
（「
レ
ビ
記
」
２３
・
４０
）
し
、
ソ
ロ
モ
ン
の
華
麗
な
宮
殿
の
彫
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刻
意
匠
（「
列
王
記
」
上
６
・
２９
他
）
に
な
っ
て
い
る
。
イ
エ
ス
を
最
後
に
迎
え
た
群
衆
は
こ
の
枝
を
手
に
し
て
い
た
（「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
１２
・
１３
）
し
、
そ
の
葉
は
「
勝
利
」
を
意
味
し
た
（「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
７
・
９
）。
こ
の
由
緒
あ
る
植
物
に
ヴ
ォ
ー
ン
の
巡
ら
し
た
想
い
の
声
を
聞
い
て
み
よ
う
。
棕
櫚
の
樹
The
P
alm
-tree
親
愛
な
る
友
（
１
）
座
っ
て
し
ば
ら
く
こ
の
陰
を
担
い
た
（
２
）ま
え
私
が
爾
来
長
ら
く
君
の
を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
。
こ
の
〈
植
物
〉
は
お
さ
甚
だ
圧
え
つ
け
ら
れ
頭
を
下
げ
て
き
て
罪
が
君
と
そ
れ
の
両
方
を
（
３
）
辱
め
な
い
う
ち
に
、
他
の
木
々
と
同
等
の
自
由
を
享
受
し
た
の
だ
っ
た
ね
。
し
か
し
今
や
、
エ
デ
ン
の
園
の
呼
吸
と
空
気
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
そ
れ
は
、
男
の
満
足
同
様
繁
茂
す
る
所
は
ど
こ
に
も
な
い
。
そ
れ
で
こ
う
い
う
重
圧
が
（
死
や
（
４
）
罪
の
よ
う
に
）
彼
に
伸
し
掛
か
る
の
だ
、
身
を
曲
げ
れ
ば
曲
げ
る
程
ま
す
ま
す
人
は
成
長
す
る
の
だ
か
ら
。〈
天
球
の
〉
本
質
は
依
然
と
し
て
家
庭
（
５
）を
熱
望
す
る
、
こ
の
こ
と
は
往
時
の
ソ
ロ
モ
ン
は
花
々
と
彫
刻
群
と
（
６
）〈
翼
〉
の
不
思
議
な
ケ
ル
ビ
ム
技
能
と
〈
智
天
使
〉
と
〈
棕
櫚
〉
に
よ
っ
て
予
言
し
た
の
だ
っ
た
。
う
ち
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
と
共
に
上
方
で
〈
神
〉
の
裡
に
い
の
ち
隠
れ
て
い
た
生
命
で
、
常
に
（
隠
さ
れ
た
ま
ま
）
増
え
て
ゆ
き
、
噴
き
出
し
、
成
長
し
て
ゆ
く
お
よ
そ
値
の
付
け
ら
れ
な
い
木
な
の
だ
不
滅
の
果
実
を
宿
す
〈
木
〉
な
の
だ
。
こ
う
し
て
〈
精
霊
〉
が
現
れ
、
競
争
を
行
い
、
闘
っ
て
（
７
）
そ
の
闘
い
に
勝
ち
、
偉
大
な
顰
め
面
を
恐
れ
ず
微
笑
み
を
愛
す
る
こ
と
も
な
く
、
主
人
の
意
志
を
動
か
し
て
き
て
、
自
ら
の
〈
王
冠
〉
を
受
け
入
れ
に
ゆ
く
（
８
）。
こ
こ
に
〈
聖
人
が
た
〉
の
忍
耐
（
９
）が
あ
る
、
こ
の
〈
木
〉
は
彼
ら
の
涙
に
よ
っ
て
洗
わ
れ
る
の
だ
、
花
々
が
夜
露
に
養
わ
れ
る
よ
う
に
。
し
か
し
君
に
は
見
え
な
い
〈
人
（
１０
）〉
が
こ
こ
に
座
っ
て
い
て
彼
ら
が
流
す
涙
を
数
え
る
（
１１
）の
だ
。
こ
こ
に
彼
ら
の
信
仰
も
あ
る
、
そ
れ
を
も
し
君
が
守
る
な
ら
我
々
二
人
が
別
れ
る
時
に
は
私
は
旅
に
出
て
道
々
47
〈
花
冠
（
１２
）〉
を
摘
み
取
ろ
う
、
君
が
眠
っ
て
い
る
間
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
君
の
頭
の
た
め
に
織
り
上
げ
よ
う
、
君
の
目
覚
め
に
備
え
て
（
１３
）。
﹇
Ｍ
・
四
九
〇
―
九
一
﹈
訳
注
（
１
）D
ear
friend
sit
dow
n
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
知
ら
れ
ざ
る
愛
」
“Love
unknow
n”
﹇
七
〇
行
の
長
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
五
二
―
五
八
﹈
の
冒
頭
の
語
句
﹇
Ｍ
・
七
四
七
﹈。
（
２
）bear
aw
hile
this
shade/A
s
I
have
yours
long
since
「
陰
」
‘shade’
と
い
う
語
に
地
口
が
あ
る
、
木
が
投
げ
か
け
る
「
影
」‘shad-
ow
’
と
肉
体
が
魂
に
お
よ
ぼ
す
「
陰
」
と
の
。「
記
八
・
時
が
あ
る
日
私
の
傍
ら
を
過
ぎ
て
行
っ
た
」﹇
小
考
（
九
）
２０
﹈
の
四
一
行
目
「
魂
の
な
い
影
」‘soul-lesse
shadow
’
参
照
﹇
Ｒ
Ａ
・
六
〇
一
﹈。
（
３
）before
sin
did
degrade/B
oth
you
and
it
「
昇
天
日
」﹇
小
考
（
十
）
９
﹈
の
四
〇
行
目
に
も
「
人
間
が
ま
だ
罪
を
、
罪
が
腐
敗
を
、
持
ち
込
ま
な
い
う
ち
」
と
あ
る
が
、「
あ
ら
ゆ
る
天
然
物
に
衰
亡
す
る
傾
向
が
あ
る
の
は
ア
ダ
ム
の
罪
の
結
果
で
あ
る
」（
Ｒ
Ａ
・
五
八
九
）﹇
Ｒ
Ａ
・
六
〇
二
﹈。
（
４
）
こ
こ
か
ら
の
三
行
、M
.P.
T
illey,
Proverbs
in
E
ngland
,
p.37
「
棕
櫚
の
木
は
真
直
ぐ
成
長
す
れ
ば
す
る
程
ま
す
ま
す
そ
の
担
う
重
さ
は
重
く
な
る
」、
及
び
、「
復
活
前
主
日
﹇
棕
櫚
の
日
曜
日
﹈」﹇
小
考
（
十
）
２２
﹈
の
三
九
行
目
「
あ
の
〈
棕
櫚
〉
の
よ
う
に
曲
り
は
し
て
も
私
は
耐
え
よ
う
」
を
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
七
﹈。
（
５
）hom
e
「
天
国
」
を
指
す
。「
申
し
出
」﹇
小
考
（
十
）
３
﹈
の
四
五
行
目
「
汝
の
胸
を
家
庭
で
充
た
せ
」
参
照
﹇
Ｒ
Ａ
・
六
〇
二
﹈。
（
６
）B
y
flow
ers
and
carvings
…
Palm
s
foretold
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
シ
オ
ン
﹇
エ
ル
サ
レ
ム
に
あ
る
丘
﹈」﹇
六
行
詩
四
連
計
二
四
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
三
八
一
―
八
三
﹈
の
四
―
五
行
目
「
森
は
す
っ
か
り
飾
ら
れ
て
い
た
／
花
々
と
彫
刻
群
で
、
め
っ
た
に
観
ら
れ
な
い
不
思
議
な
も
の
だ
っ
た
」﹇
Ｍ
・
七
四
七
﹈
及
び
、「
列
王
紀
」
上
・
６
の
ソ
ロ
モ
ン
の
神
殿
の
建
物
の
描
写
を
見
よ
﹇
Ｆ
・
二
七
九
﹈。
（
７
）H
ere
Spirits
that
have
run
their
race
…
A
nd
w
on
the
fight
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
」
一
、
９
・
２４
、
２６
「
競
技
で
走
る
者
は
皆
走
る
が
、
賞
を
得
る
の
は
一
人
だ
け
だ
か
ら
、
賞
を
得
る
よ
う
に
走
り
な
さ
い
…
私
は
走
り
は
す
る
が
や
た
ら
に
は
走
ら
ず
、
空
を
切
る
よ
う
な
闘
い
も
し
な
い
」﹇
Ｒ
Ａ
・
六
〇
二
﹈。
（
８
）m
eet
to
receive
their
C
row
ns
「
同
右
」
９
・
２５
「
競
技
を
す
る
者
は
全
て
節
制
す
る
。
彼
ら
は
朽
ち
る
冠
を
得
る
た
め
に
だ
が
、
私
た
ち
は
朽
ち
な
い
冠
を
得
る
た
め
に
節
制
す
る
」﹇
同
﹈。
（
９
）H
ere
is
the
patience
of
the
Saints
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
１４
・
１２
の
冒
頭
文
、
直
ぐ
続
い
て
「
神
の
掟
と
イ
エ
ス
へ
の
信
仰
を
守
る
者
た
ち
が
要
る
」。
尚
、「
同
黙
示
録
」
１３
・
１０「
こ
こ
に
聖
な
る
者
た
ち
の
忍
耐
と
信
仰
が
必
要
と
な
る
」﹇
Ｍ
・
七
四
七
﹈。
（
１０
）O
ne
「
神
」﹇
Ｒ
Ａ
・
六
〇
二
﹈。
（
１１
）O
ne
…
all
the
tears
they
shed
「
詩
篇
」
５６
・
８
「
あ
な
た
48
は
私
の
当
て
な
き
放
浪
を
語
ら
れ
る
、
私
の
涙
を
あ
な
た
の
皮
袋
に
お
入
れ
下
さ
い
、
こ
の
涙
は
あ
な
た
の
記
録
に
は
な
い
の
で
す
か
」
﹇
同
﹈。
（
１２
）G
arland
勝
利
の
花
輪‘w
reath’
も
し
く
は
﹇
王
﹈
冠‘crow
n’
。
「
花
冠
」﹇
小
考
（
七
）
２９
﹈
の
最
後
と
比
較
﹇
同
﹈。
（
１３
）against
you
w
ake
最
後
の
審
判
の
時
に
﹇
同
﹈。
全
て
奇
数
行
同
士
、
偶
数
行
同
士
が
押
韻
す
る
交
互
韻
十
音
節
の
四
行
詩
七
連
。
木
と
言
え
ば
ヴ
ォ
ー
ン
な
ら
、
枝
葉
や
花
、
根
な
ど
の
外
部
よ
り
内
部
の
樹
液
に
一
層
深
く
思
い
を
到
し
そ
う
だ
。
果
た
せ
る
か
な
?!
第
一
部
の
終
り
近
く
に
力
作
が
あ
る
。
樹
液
（
１
）
The
S
ap
現
れ
よ
樹
液
の
な
い
〈
木
の
花
〉
よ
、
ま
だ
這
う
な
よ
〈
地
上
〉
を
自
分
が
最
初
に
生
れ
た
こ
と
を
忘
れ
た
ま
ま
で
は
、
ダ
ス
ト
そ
れ
は
塵
か
ら
で
は
な
い
が
、
も
し
そ
う
な
ら
ど
う
し
て
君
は
（
２
）
こ
の
よ
う
に
呼
び
求
め
（
３
）
渇
望
す
る
の
か
露
を
？
そ
れ
は
そ
ち
ら
へ
は
行
か
な
い
が
、
も
し
そ
う
な
ら
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
成
長
し
て
天
国
へ
手
を
伸
ば
す
の
か
？
君
の
根
は
病
気
し
か
吸
わ
ず
、
そ
こ
に
虫
ど
も
が
座
っ
て
（
４
）
そ
の
根
を
食
用
に
と
要
求
す
る
。
君
を
こ
こ
に
据
え
た
人
が
そ
れ
か
ら
〈
注
い
〉
だ
の
だ
今
や
君
に
情
報
を
知
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
な
何
か
を
。
ミ
ル
ラ
〈
星
々
〉
の
彼
方
に
は
（
５
）没
薬
の
丘
（
６
）が
あ
り
そ
こ
か
ら
何
滴
か
こ
こ
に
降
っ
て
く
る
、
そ
の
上
に
セ
イ
レ
ム
の
〈
王
子
（
７
）〉
が
座
る
が
、
彼
が
君
に
密
か
な
食
事
（
８
）を
馳
走
す
る
の
だ
、
そ
こ
に
君
の
〈
国
〉
が
あ
り
、
彼
は
そ
の
道
で
あ
り
お
ま
け
に
鍵
（
９
）を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
彼
は
こ
こ
に
時
々
住
ん
で
君
の
た
め
に
引
き
受
け
た
の
だ
悲
惨
な
世
界
を
、
君
の
た
め
に
、
君
は
最
初
の
人
間
の
腰
部
に
落
ち
た
の
だ
か
ら
あ
の
丘
か
ら
こ
の
谷
へ
と
、
そ
れ
で
も
し
も
彼
が
そ
う
し
な
か
っ
た
な
ら
何
よ
り
も
真
実
な
の
は
二
つ
の
死
が
君
の
当
然
の
報
い
（
１０
）だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
、
し
か
し
こ
こ
か
ら
出
か
け
て
ゆ
き
、
ど
の
よ
う
な
難
儀
が
友
人
の
平
静
を
乱
し
そ
う
な
の
か
を
よ
く
知
っ
て
い
て
持
ち
前
の
不
思
議
な
愛
情
を
悉
く
我
ら
に
役
立
て
よ
う
と
49
彼
は
自
ら
の
神
聖
な
血
（
１１
）に
意
志
に
よ
っ
て
我
ら
の
樹
液
と
〈
強
壮
剤
〉
を
与
え
た
の
だ
、
今
や
こ
の
中
に
あ
の
至
福
の
天
国
が
あ
る
の
で
本
当
に
そ
れ
を
味
わ
う
人
に
と
に
か
く
衰
退
な
ど
が
触
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
、
い
の
ち
そ
う
い
う
深
遠
な
生
命
に
は
、
し
か
も
神
の
奇
蹟
の
力
が
宿
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
は
要
求
し
高
め
動
か
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
あ
の
振
り
落
と
さ
れ
て
死
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
そ
し
て
新
し
く
も
さ
れ
る
よ
う
な
精
霊
を
。
だ
か
ら
こ
の
樹
液
を
受
け
取
り
そ
の
十
分
な
蓄
え
を
手
に
入
れ
て
、
そ
れ
で
い
て
そ
れ
を
容
れ
る
器
を
確
実
に
力
の
限
り
こ
の
上
な
く
清
ら
か
に
し
よ
う
よ
。
ど
の
よ
う
な
時
に
も
（
閉
ざ
さ
れ
て
は
い
て
も
）
身
に
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
強
力
で
稀
な
露
が
、
そ
れ
は
唯
、
悲
嘆
と
愛
情
と
を
引
き
出
す
だ
け
だ
、
こ
れ
は
確
か
だ
か
ら
決
し
て
間
違
い
な
く
自
分
の
器
を
十
分
に
洗
う
こ
と
だ
、
そ
れ
か
ら
謙
虚
に
こ
の
鎮
痛
剤
を
痛
み
に
苦
し
む
魂
の
た
め
に
持
っ
て
ゆ
こ
う
そ
う
す
れ
ば
こ
う
し
て
そ
れ
を
飲
ん
だ
人
は
確
信
で
き
る
の
だ
人
に
は
〈
喜
び
〉
と
は
誠
に
真
物
で
全
く
完
璧
な
〈
安
ら
ぎ
〉
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
罪
を
退
け
る
全
く
生
き
生
き
と
し
た
恩
寵
を
感
じ
る
こ
と
だ
と
分
る
の
で
人
は
〈
告
白
す
る
〉
こ
と
に
な
ろ
う
〈
慰
め
〉
は
〈
天
国
〉
を
も
た
ら
し
さ
え
し
、
そ
こ
か
ら
や
っ
て
来
る
も
の
な
の
だ
と
。
﹇
Ｍ
・
四
七
五
―
七
六
﹈
訳
注
（
１
）
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
「
平
和
」“Peace”
﹇
六
行
詩
七
連
計
四
二
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
三
七
―
四
一
﹈
と
全
般
に
わ
た
っ
て
関
連
が
あ
る
﹇
Ｍ
・
七
四
四
﹈。
（
２
）
こ
こ
か
ら
の
四
行
、「
嵐
」﹇
小
考
（
七
）
１７
﹈
の
三
三
―
三
六
行
目
﹇
植
物
の
根
、
葉
、
花
、
種
子
の
そ
れ
ぞ
れ
土
、
水
、
空
気
、
火
と
の
照
応
が
述
べ
ら
れ
る
﹈
参
照
﹇
Ｒ
Ａ
・
五
八
五
﹈。
（
３
）T
hus
call
…
for
dew
Ｇ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
「
恩
寵
」“G
race”
﹇
四
行
詩
六
連
計
二
四
行
の
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
二
一
六
―
二
〇
﹈
の
一
一
行
目
「
露
を
、
草
は
呼
び
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
四
﹈。
（
４
）T
hy
root
…
w
orm
s
…
their
m
eat
ハ
ー
バ
ー
ト
「
平
和
」
の
一
七
―
一
八
行
目
「
掘
っ
た
ら
虫
が
と
て
も
良
い
と
／
み
え
た
も
の
を
貪
っ
て
い
る
の
が
私
に
は
分
っ
た
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
四
﹈。
50
（
５
）beyond
the
Stars
…
thy
C
ountry
ヴ
ォ
ー
ン
の
「
平
和
」
﹇
小
考
（
一
）
１７
﹈
の
冒
頭
二
行
「
我
が
〈
魂
〉
よ
、
一
つ
の
国
が
あ
る
／
星
々
の
遥
か
彼
方
に
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
四
﹈。
（
６
）an
hil
of
m
yrrh
「
雅
歌
」
４
・
６
「
私
は
ミ
ル
ラ
の
山
へ
、
乳
香
の
丘
に
、
登
ろ
う
」﹇
Ｆ
・
二
四
三
﹈。
「
英
国
教
会
」﹇
小
考
（
四
）
７
、
訳
注
（
２
）﹈、「
息
﹇
日
﹈
曜
日
」「
本
稿
前
出
」
に
同
類
句
が
あ
る
。
（
７
）Prince
of
Salem
ハ
ー
バ
ー
ト
「
平
和
」
の
二
二
―
二
三
行
目
「
年
取
っ
た
〈
王
子
〉
が
い
て
／
セ
イ
レ
ム
に
住
ん
で
い
た
」。
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
は
セ
イ
レ
ム
の
王
で
パ
ン
と
葡
萄
酒
を
持
っ
て
き
た
神
の
祭
司
だ
っ
た
（「
創
世
記
」
１４
・
１８
）。
そ
の
命
令
に
従
っ
て
イ
エ
ス
は
司
祭
長
に
さ
れ
た
（「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
」
６
・
２０
）。
そ
の
称
号
セ
イ
レ
ム
王
は
平
和
の
王
の
意
（
同
・
７
・
２
）
で
あ
り
、
そ
れ
故
彼
は
キ
リ
ス
ト
の
原
型
に
な
る
﹇
Ｍ
・
七
四
四
﹈﹇
Ｆ
・
二
四
三
﹈。
（
８
）thy
secret
m
eals
ハ
ー
バ
ー
ト
「
平
和
」
の
二
七
―
三
九
行
目
﹇
キ
リ
ス
ト
の
死
後
そ
の
墓
か
ら
麦
が
生
え
た
の
で
そ
れ
を
植
え
る
と
実
っ
て
各
地
に
拡
が
っ
た
。
味
わ
っ
て
み
る
と
平
和
と
歓
喜
を
も
た
ら
す
密
か
な
美
徳
が
在
る
。
そ
れ
を
庭
に
撒
い
て
育
て
、
パ
ン
を
作
れ
…
と
い
う
主
旨
﹈
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
四
﹈。
（
９
）the
key
「
身
仕
度
」﹇
本
稿
前
出
﹈
四
―
五
行
目
参
照
﹇
同
﹈。
（
１０
）T
w
o
deaths
had
bin
thy
due
「
復
活
祭
の
日
」﹇
小
考
（
十
）
５
﹈
の
八
行
目
と
そ
の
訳
注
（
３
）
参
照
﹇
同
﹈。
（
１１
）sacred
blood
…
C
ordial
ハ
ー
バ
ー
ト
「
生
贄
」“T
he
Sacri-
fice”
﹇
四
行
詩
六
三
連
計
二
五
二
行
の
長
詩
、
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
九
四
―
一
一
〇
﹈
の
一
五
八
―
五
九
行
目
「
そ
れ
が
示
す
の
は
私
の
血
が
人
間
の
衰
退
を
回
復
さ
せ
る
の
に
／
残
さ
れ
た
唯
一
の
方
法
で
あ
り
強
壮
剤
だ
と
い
う
こ
と
だ
」
を
参
照
﹇
同
﹈。
十
音
節
と
六
音
節
の
二
行
が
対
で
押
韻
し
て
ゆ
く
二
行
連
句
で
、
最
後
は
一
一
音
節
と
七
音
節
の
二
行
で
締
め
括
る
五
〇
行
の
作
品
。
「
生
気
」
で
あ
り
「
活
力
」
で
も
あ
る
「
樹
液
」
を
自
ら
に
希
求
す
る
の
に
樹
液
欠
除
の
〈
木
の
花
〉（
活
力
乏
し
い
自
ら
の
譬
喩
）
を
呼
び
出
す
こ
と
か
ら
始
め
て
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
で
そ
れ
を
得
よ
う
と
す
る
詩
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
マ
ー
チ
ン
の
観
る
よ
う
に
﹇
訳
注
（
１
）﹈
ハ
ー
バ
ー
ト
の
「
平
和
」
と
の
関
連
が
あ
る
だ
ろ
う
、
部
分
部
分
へ
の
参
照
に
値
い
す
る
言
及
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
。
何
し
ろ
そ
の
作
品
は
、「
平
和
」
と
は
何
か
を
発
見
し
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
目
的
の
詩
﹇
Ｗ
ｉ
Ｌ
・
四
三
九
﹈
で
、
そ
の
途
上
で
幾
つ
か
の
意
味
―
―
後
退
と
孤
独
、
自
然
の
平
穏
な
清
澄
、
旧
約
の
平
和
、
世
俗
の
権
力
と
壮
麗
さ
―
―
を
示
唆
し
、
最
後
に
は
、
真
の
平
和
と
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
贖
い
を
示
す
新
約
が
も
た
ら
す
精
神
の
確
か
な
安
定
な
の
だ
と
、
理
解
さ
せ
る
﹇
同
﹈
の
だ
か
ら
。
訳
注
（
５
）
で
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冒
頭
二
行
が
示
さ
れ
る
ヴ
ォ
ー
ン
自
身
の
同
題
の
詩
﹇
小
考
（
一
）
１７
﹈
は
、
自
ら
を
恃
む
「
愚
か
し
い
領
域
」
は
去
っ
て
「
慈
悲
深
い
友
」
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
に
到
り
つ
け
ば
「
平
和
」
を
得
ら
れ
る
の
だ
と
自
ら
の
〈
魂
〉
に
呼
び
か
け
る
引
き
締
っ
た
韻
律
二
〇
行
の
作
品
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
前
号
で
取
り
上
げ
た
諸
作
と
の
関
連
か
ら
「
息
﹇
日
﹈
曜
日
」
と
そ
の
前
後
の
未
紹
介
作
品
を
一
瞥
し
た
。
今
回
の
部
分
か
ら
だ
け
で
も
、
こ
の
詩
集
の
作
品
群
が
各
々
独
立
し
て
い
な
が
ら
微
妙
に
相
呼
応
し
連
合
し
て
い
る
趣
き
が
窺
え
た
。
も
う
一
篇
、
重
要
な
詩
を
見
て
お
き
た
い
。
摂
理
P
rovidence
神
聖
で
深
遠
な
手
！
（
１
）
そ
の
素
早
い
指
令
に
援
け
ら
れ
て
〈
御
使
い
〉
は
あ
の
聖
な
る
〈
井
戸
〉
を
示
さ
れ
た
、
そ
れ
で
気
の
毒
な
ハ
ガ
ル
（
２
）は
諸
々
の
恐
怖
か
ら
自
由
に
な
り
微
笑
み
へ
と
変
え
た
の
だ
苦
し
み
悩
む
若
い
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
の
懇
願
の
涙
を
。
何
と
霊
妙
な
〈
雲
〉
に
包
ん
で
（
不
思
議
な
確
か
な
慈
悲
を
覆
い
隠
し
て
）
御
身
は
人
間
に
、
目
に
見
え
な
い
食
べ
物
と
お
金
を
運
ん
で
来
ら
れ
る
こ
と
か
ぴ
っ
た
り
届
く
よ
う
に
と
そ
の
口
許
に
、
あ
の
恩
知
ら
ず
の
巣
箱
に
御
身
の
〈
蜜
蜂
〉
を
殺
し
て
蜜
を
食
ら
う
と
い
う
の
に
！
し
も
べ
も
し
も
私
が
御
身
の
僕
な
ら
〈
奉
仕
し
て
虜
さ
え
自
由
に
す
る
が
（
３
））
魚
が
私
の
貢
ぎ
物
を
全
て
払
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
（
４
）
速
く
飛
ぶ
〈
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
〉
が
私
に
食
物
を
届
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
（
５
）
だ
か
ら
私
は
〈
花
々
〉
の
よ
う
に
相
変
わ
ら
ず
奇
麗
に
す
っ
き
り
し
て
い
ら
れ
よ
う
ま
る
で
〈
五
月
（
６
）〉
し
か
月
を
知
ら
な
か
っ
た
み
た
い
に
。
私
は
怖
れ
は
し
な
い
人
間
が
策
を
廻
ら
し
力
を
揮
っ
て
出
来
る
こ
と
を
、
擦
り
切
れ
て
い
な
い
財
布
は
強
奪
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
（
７
）
誰
に
も
孤
立
さ
せ
た
り
見
棄
て
た
り
は
出
来
な
い
〈
太
陽
〉
と
共
に
沈
み
翌
朝
52
同
じ
く
生
き
生
き
と
現
れ
る
国
を
。
哀
れ
に
も
鳥
た
ち
は
こ
の
教
義
を
歌
い
乾
い
た
丘
陵
に
あ
る
い
は
荒
涼
た
る
荒
野
に
芽
生
え
る
香
草
は
御
身
の
露
も
し
と
ど
の
朝
の
時
間
を
知
っ
て
夜
通
し
靄
や
驟
雨
を
見
張
り
そ
れ
か
ら
御
身
の
気
前
の
良
さ
を
飲
み
込
ん
で
讃
え
る
の
だ
。
永
久
に
死
ん
だ
ま
ま
で
い
ま
す
よ
う
に
御
身
を
信
頼
せ
ず
浅
ま
し
く
も
黄
金
と
富
を
捜
し
求
め
、
御
身
か
ら
の
持
て
成
し
ば
か
り
か
自
ら
の
魂
も
あ
る
日
は
貸
そ
う
と
し
な
い
者
は
。
彼
の
〈
冠
〉
は
彼
の
色
々
な
希
望
同
様
土
で
あ
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
彼
の
蓄
え
る
も
の
は
彼
の
敵
が
使
い
尽
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
！
た
と
え
こ
こ
に
あ
る
私
の
分
け
前
の
全
て
が
（
８
）
毎
年
御
身
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
量
が
い
わ
れ
私
の
理
由
な
き
敵
共
に
よ
っ
て
横
領
さ
れ
て
も
そ
れ
が
私
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
私
は
知
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
ど
れ
程
十
分
に
御
身
が
苦
痛
を
和
ら
げ
て
下
さ
れ
る
か
を
、
御
身
の
手
は
眼
と
同
様
に
開
か
れ
て
い
る
。
愛
と
真
実
の
偉
大
な
〈
王
〉
！
私
の
意
固
地
だ
っ
た
青
年
期
を
憎
も
う
と
さ
れ
な
か
っ
た
し
年
老
い
て
も
私
を
見
棄
て
た
り
な
さ
る
ま
い
、
喜
々
と
し
て
私
は
ポ
ン
ト
ス
の
羊
の
よ
う
に
（
９
）
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ
を
常
食
に
す
る
と
し
よ
う
御
身
が
〈
腕
〉
で
私
を
お
囲
い
下
さ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
﹇
Ｍ
・
五
〇
五
―
六
﹈
訳
注
（
１
）Sacred
and
secret
hand!
以
降
第
一
連
は
以
下
と
比
較
せ
よ
、
「
森
」﹇
小
考
（
二
）
４９
﹈
の
四
八
行
目
「
吾
が
瓶
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
、
私
が
渇
き
死
ぬ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
」、「
懇
願
﹇（
四
）
Ｂ
﹈」﹇
小
考
（
六
）
２８
﹈
の
一
二
行
目
「
御
身
は
あ
の
嘆
き
悲
し
む
〈
若
者
〉
に
耳
を
傾
け
ら
れ
た
の
だ
！
」、
及
び
「
種
子
密
か
に
成
長
し
て
」﹇
小
考
（
九
）
２７
﹈
の
一
六
行
目
「
お
お
彼
の
瓶
を
満
た
し
て
下
さ
い
！
汝
の
子
供
が
泣
い
て
い
る
！
」﹇
Ｒ
Ａ
・
六
一
二
―
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一
三
﹈。
（
２
）
H
agar
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
妻
サ
ラ
の
側
女
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
の
間
に
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
を
生
ん
だ
。
（
３
）W
hose
service
m
akes
ev’n
captives
free
<
“w
hose
service
is
perfect”
T
he
B
ook
ofC
om
m
on
Prayer
（
英
国
国
教
会
共
通
祈

書
）
の
早

の
第
二
祈

文
﹇
Ｒ
Ａ
・
六
一
三
﹈。
（
４
）A
fish
shall
all
m
y
tribute
pay
イ
エ
ス
の
命
令
で
ペ
テ
ロ
は
口
に
納
税
金
を
食
わ
え
て
い
る
魚
を
捕
ら
え
た
、「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
１７
・
２７
﹇
Ｆ
・
三
〇
〇
﹈。
（
５
）T
he
sw
ift−w
ing’d
R
aven
shallbring
m
e
m
eat
エ
リ
ア
が
養
わ
れ
た
こ
と
に
言
及
、「
列
王
記
」
上
、
１７
・
６
「
数
羽
の
烏
が
彼
に
朝
晩
パ
ン
と
肉
を
運
ん
で
き
た
」﹇
同
﹈。
（
６
）no
m
oneth
but
M
ay
「
決
意
」﹇
小
考
（
八
）
５１
﹈
の
二
三
―
二
四
行
目
「〈
五
月
〉
の
よ
う
に
／
幸
福
で
瑞
々
し
い
」
及
び
そ
の
訳
注
（
８
）
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
九
﹈。
（
７
）
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
１２
・
３３
、
キ
リ
ス
ト
が
弟
子
た
ち
に
教
え
て
い
る
、「
自
分
の
持
ち
物
を
売
っ
て
施
し
な
さ
い
、
擦
り
切
れ
な
い
財
布
を
作
り
尽
き
な
い
富
を
天
に
積
み
な
さ
い
、
そ
こ
な
ら
盗
人
は
近
寄
ら
ず
虫
も
食
い
荒
さ
な
い
」﹇
Ｆ
・
三
〇
〇
﹈。
（
８
）If
allm
y
portion
こ
こ
か
ら
の
四
行
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
散
文
『
オ
リ
ー
ヴ
山
』﹇
Ｍ
・
一
六
七
・
一
―
五
﹈「
私
の
〈
敵
共
〉
は
ど
れ
程
酷
く
〈
情
容
赦
な
い
〉
か
、
御
身
が
恵
み
深
く
私
に
与
え
賜
う
た
あ
の
分
け
前
と
蓄
え
を
私
か
ら
奪
い
取
っ
た
ば
か
り
か
私
の
友
人
や
最
愛
の
近
親
の
血
で
手
を
洗
っ
た
こ
と
を
、
御
身
は
御
存
知
だ
」
参
照
﹇
Ｍ
・
七
四
九
﹈。
（
９
）
Pontick
sheep
プ
リ
ニ
ウ
ス
『
博
物
誌
』Pliny,N
aturalH
istory,
xxvii.
28
﹇
プ
Ⅱ
・
四
三
二
﹈「
ポ
ン
ト
ス
（
黒
海
に
臨
む
小
ア
ジ
ア
北
東
部
の
古
代
国
家
、
後
に
ロ
ー
マ
の
属
州
）
種
の
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
賞
讃
さ
れ
て
お
り
そ
れ
を
食
べ
て
肥
え
た
家
畜
に
は
胆
汁
が
な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
」﹇
Ｍ
・
七
四
九
﹈﹇
Ｆ
・
三
〇
一
﹈。
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
の
型
で
押
韻
す
る
六
行
詩
八
連
で
各
連
一
行
目
の
六
音
節
以
外
は
全
て
八
音
節
。
「
摂
理
」
と
は
概
略
、
被
造
物
に
対
す
る
神
あ
る
い
は
自
然
の
、
配
慮
と
保
護
、
及
び
そ
の
理
法
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
思
い
を
巡
ら
し
巡
ら
さ
せ
よ
う
と
す
る
声
が
こ
の
詩
集
の
通
奏
低
音
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
始
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
の
、
先
刻
の
「
重
要
な
」
で
あ
る
。
本
「
小
考
」
に
も
そ
ろ
そ
ろ
結
論
が
近
づ
い
て
い
る
。
＊
参
考
文
献
本
稿
で
直
接
言
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し
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各
文
献
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記
号
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示
す
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の
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ー
ジ
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荒
川
﹈
荒
川
光
男
「
黙
想
詩
「
夜
」
を
読
む
」（『
十
七
世
紀
英
文
学
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
』
十
七
世
紀
英
文
学
会
編
、
金
星
堂
、
一
九
九
九
。
一
八
一
―
九
七
）
﹇
川
崎
１
﹈「
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の
自
然
神
秘
主
義
」（
川
崎
寿
彦
『
薔
薇
を
し
て
語
ら
し
め
よ
―
空
間
表
象
の
文
学
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
。
一
七
四
―
九
八
。）
﹇
川
崎
２
﹈
川
崎
寿
彦
『
鏡
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
―
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
想
像
力
の
側
面
』
研
究
社
、
一
九
七
八
。
一
五
二
―
五
八
。
﹇
松
崎
﹈
松
崎
毅
「
ル
ー
パ
ー
ト
王
子
と
「
鷲
」
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の
世
俗
詩
と
検
閲
を
め
ぐ
る
論
考
―
―
」（『
十
七
世
紀
と
英
国
文
化
』
十
七
世
紀
英
文
学
会
編
、
金
星
堂
、
一
九
九
五
。
一
七
二
―
九
二
）
﹇
プ
Ⅰ
﹈
大
槻
真
一
郎
責
任
編
集
『
プ
リ
ニ
ウ
ス
博
物
誌
植
物
篇
』
新
装
版
、
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
九
。
﹇
プ
Ⅱ
﹈
大
槻
真
一
郎
責
任
編
集
『
プ
リ
ニ
ウ
ス
博
物
誌
植
物
薬
剤
篇
』
新
装
版
、
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
九
。
バ
イ
ブ
ル
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Ａ
Ｖ
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uthorised
Version
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the
B
ible
）.
別
称
K
ing
Jam
es
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欽
定
訳
聖
書
。The
H
oly
B
ible
containing
the
O
ld
and
N
ew
Testam
ents
T
ranslated
out
of
the
O
riginal
Tongues
and
w
ith
the
form
er
T
ranslations
diligently
com
pared
and
revised
by
H
is
M
ajesty’s
special
com
m
and,A
.D
.1611.A
ppointed
to
be
read
in
C
hurches.
（London
:T
he
B
ritish
and
Foreign
B
ible
Society
）.
﹇
Ｎ
Ｅ
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he
N
ew
E
nglish
B
ible
w
ith
the
A
pocrypha.
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xford
U
niversity
Press
C
am
bridge
U
niversity
Press,1970
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『
聖
書
新
共
同
訳
旧
訳
聖
書
続
編
つ
き
』（
東
京
・
日
本
聖
書
教
会
一
九
八
九
年
）
尚
、
本
「
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
」
で
の
バ
イ
ブ
ル
は
、
勿
論
ヴ
ォ
ー
ン
が
知
ら
な
い
も
の
な
の
で
こ
の
新
共
同
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
権
威
あ
る
英
訳
標
準
版
﹇
Ａ
Ｖ
﹈
の
、
な
る
べ
く
忠
実
な
拙
訳
で
あ
る
。
本
誌
連
載
の
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
は
左
記
の
よ
う
に
略
記
、
算
用
数
字
は
そ
の
ペ
ー
ジ
を
表
示
。
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﹇
小
考
（
一
）﹈「
ア
ス
ク
川
の
白
鳥
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
」「
成
城
文
藝
」
第
一
九
九
号
、
１
―
２４
、
二
〇
〇
七
年
六
月
。
﹇
小
考
（
二
）﹈「
そ
の
瞑
想
を
追
い
始
め
る
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
二
）」「
同
」
第
二
〇
〇
号
、
４７
―
６７
、
二
〇
〇
七
年
九
月
。
﹇
小
考
（
三
）﹈「〈
死
〉
か
ら
の
再
出
発
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
三
）」「
同
」
第
二
〇
一
号
、
１３
―
３３
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
。
﹇
小
考
（
四
）﹈「「
序
文
」
と
「
反
歌
」
に
包
ま
れ
て
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
四
）」「
同
」
第
二
〇
二
号
、
１
―
３２
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。
﹇
小
考
（
五
）﹈「
複
眼
に
よ
る
並
置
比
較
思
考
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
五
）」「
同
」
第
二
〇
三
号
、
１
―
２７
、
二
〇
〇
八
年
六
月
。
﹇
小
考
（
六
）﹈「
追
求
は
異
な
る
角
度
、
視
点
か
ら
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
六
）」「
同
」
第
二
〇
四
号
、
１５
―
４２
、
二
〇
〇
八
年
九
月
。
﹇
小
考
（
七
）﹈「
花
と
星
へ
嵐
と
夜
か
ら
苦
悶
に
耐
え
て
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
七
）」「
同
」
第
二
〇
五
号
、
１３
―
４３
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
。
﹇
小
考
（
八
）﹈「〈
隠
さ
れ
た
宝
〉
へ
向
か
っ
て
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
八
）」「
同
」
第
二
〇
六
号
、
１７
―
６６
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。
﹇
小
考
（
九
）﹈「
哀
歌
に
託
す
自
己
励
起
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
九
）」「
同
」
第
二
〇
七
号
、
１
―
３３
、
二
〇
〇
九
年
六
月
。
﹇
小
考
（
十
）﹈「
昇
天
と
復
活
へ
の
思
い
―
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
十
）」「
同
」
第
二
〇
八
号
、
１
―
２８
、
二
〇
〇
九
年
九
月
。
拙
訳
で
の
〈
〉
付
き
と
ゴ
チ
ッ
ク
体
は
、
原
詩
で
は
そ
れ
ぞ
れ
大
文
字
で
始
め
ら
れ
る
語
句
と
イ
タ
リ
ッ
ク
体
部
分
で
あ
る
。
＊
本
稿
は
二
〇
〇
八
年
度
成
城
大
学
文
芸
学
部
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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